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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

桃
狩
り
の
季
節

早
く
も
到
来
！

　

ビ
シ
ョ
ッ
プ
ス
オ
ー
チ
ャ
ー

ズ
は
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
中
央
の

沿
岸
の
古
く
か
ら
あ
る
町
ギ

ル
フ
ォ
ー
ド
に
根
付
い
て
６

代
目
と
な
る
果
樹
園
。
Ｐ
Ｙ

Ｏ (Pick Your Own)

シ
ー
ズ

ン
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
か
ら
始
ま

り
、
８
月
は
黄
桃
、
続
い
て
り

ん
ご
と
梨
、
秋
に
は
パ
ン
プ
キ

ン
が
旬
と
な
る
。
近
年
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
に
加
わ
っ
た
花
束
の
ブ

ー
ケ
が
作
れ
る
Ｐ
Ｙ
Ｏ
花
畑
も

大
人
気
。
ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
ー
ン

ズ
か
ら
車
で
１
時
間
半
弱
、
日

帰
り
で
行
け
る
果
物
狩
り
は
夏

の
楽
し
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

一
つ
だ
。
只
今
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

フ
ァ
ン
イ
ベ
ン
ト
（
入
場
料
10

ド
ル
、
２
歳
以
下
無
料
）
が
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
と
桃
の
畑
で
毎

日
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で
開
催
中
。
子
供
達
が
大
自
然

の
中
で
メ
ガ
滑
り
台
、
コ
ー
ン

の
部
屋
、巨
大
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、

ア
ッ
プ
ル
ト
レ
イ
ン
な
ど
を
楽

し
め
る
。
16
日
は
「
桃
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
る
。
ワ
イ
ン
や
シ

ー
ド
ル
、
ア
ッ
プ
ル
サ
イ
ダ
ー

も
醸
造
し
て
い
る
ほ
か
、
直
営

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
ワ
イ
ン
テ
イ

ス
テ
ィ
ン
グ
が
で
き
、
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
シ
ョ
ッ
プ
は
行
列
が

で
き
る
ほ
ど
大
人
気
だ
。
ジ
ャ

ム
や
蜂
蜜
な
ど
も
お
土
産
に

喜
ば
れ
る
の
は
間
違
い
な
い
。

詳
細
はbishopsorchards.

com 

ま
で
。
電
話
音
声
ガ
イ

ド
２
０
３
・
４
５
８
・
７
４
２
５

（
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
）
で
収
穫
情
報
確

認
を
お
忘
れ
な
く
。

この赤いビンテージトラックがドラフトハードサイダーとワイン売り場の目印
ジ
ャ
ム
や
サ
ル
サ
、
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
や
な
ど
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
瓶
詰
め
の
品
揃
え
が
豊
富
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桃、ブルーベリー、りんご畑：
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
選
（
11

月
４
日
投
開
票
）
は
、
６
月
に

行
わ
れ
た
民
主
党
予
備
選
で
民

主
社
会
主
義
者
の
ゾ
ー
ラ
ン
・

マ
ム
ダ
ニ
氏
（
33
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
議
会
議
員
）
が
得
票
率

56
・
４
％
を
獲
得
、
ア
ン
ド
リ

ュ
ー
・
ク
オ
モ
氏
（
67
、
元
Ｎ

Ｙ
州
知
事
）
の
得
票
率
43
・
６

％
を
破
り
正
式
に
民
主
党
候
補

に
な
る
と
い
う
大
番
狂
せ
が
あ

っ
た
。

　

ク
オ
モ
氏
は
敗
北
宣
言
を
し

た
も
の
の
、
市
長
選
自
体
の
立

候
補
は
取
り
止
め
ず
、
フ
ァ
イ

ト
・
ア
ン
ド
・
デ
リ
バ
ー
党
か

ら
立
候
補
し
て
い
る
。
過
去
に

は
大
統
領
候
補
の
声
す
ら
あ
っ

た
ク
オ
モ
氏
だ
が
２
０
２
１
年

に
セ
ク
ハ
ラ
疑
惑
で
知
事
辞
任

に
追
い
込
ま
れ
た
。
市
長
に
な

る
こ
と
で
政
治
家
と
し
て
の
起

死
回
生
を
狙
っ
て
い
る
。

　

ま
た
現
職
の
エ
リ
ッ
ク
・
ア

ダ
ム
ス
市
長
（
64
、
民
主
党
）

は
２
０
２
１
年
の
市
長
選
で
民

主
党
予
備
選
で
は
僅
差
で
勝
利

し
た
も
の
の
本
選
で
は
共
和
党

候
補
の
カ
ー
テ
ィ
ス
・
ス
リ
ワ

氏
（
71
、
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
・
エ

ン
ジ
ェ
ル
ズ
創
設
者
）
に
圧
勝

し
た
。
し
か
し
就
任
後
は
住
宅

危
機
へ
の
対
応
の
遅
さ
の
一
方

で
ホ
ー
ム
レ
ス
や
移
民
に
対
す

る
厳
し
い
措
置
な
ど
で
支
持
率

は
低
下
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と

の
親
密
さ
な
ど
も
問
題
視
さ
れ

た
。
連
邦
収
賄
罪
な
ど
で
起
訴

さ
れ
た
こ
と
で
不
人
気
を
決
定

づ
け
た
。
な
お
、
連
邦
司
法
省

に
よ
り
起
訴
は
却
下
さ
れ
て
い

る
。

　

共
和
党
候
補
は
前
党
の
指
名

争
い
で
、
前
回
に
続
き
カ
ー
テ

ィ
ス
・
ス
リ
ワ
氏
が
無
投
票
で

出
馬
を
決
め
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
に
ジ
ム
・
ウ
ォ
ル
デ
ン
氏

（
59
、
元
連
邦
検
事
補
、
弁
護

士
）
が
無
所
属
で
立
候
補
し
て

い
る
。

　

デ
ー
タ
・
フ
ォ
ー
・
プ
ロ
グ

レ
ス
が
７
月
初
め
に
実
施
し
た

世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
支
持
率

は
、
若
年
層
や
進
歩
派
か
ら
支

持
さ
れ
て
い
る
マ
ム
ダ
ニ
氏
が

40
％
で
ト
ッ
プ
、
２
位
は
24
％

で
ク
オ
モ
氏
と
な
っ
て
い
る
。

３
位
は
15
％
ア
ダ
ム
ス
市
長
、

共
和
党
候
補
の
カ
ー
テ
ィ
ス
・

ス
リ
ワ
は
14
％
で
４
位
。
無
所

属
候
補
の
ジ
ム
・
ウ
ォ
ル
デ
ン

氏
は
１
％
で
５
位
と
な
っ
て
い

る
。

　

民
主
党
系
は
票
の
分
散
が
予

想
さ
れ
て
お
り
、
ク
オ
モ
氏
と

ア
ダ
ム
ス
氏
は
と
も
に
中
間
層

と
経
営
者
層
の
票
取
り
を
狙

う
構
図
と
な
っ
て
い
る
。
ク

オ
モ
氏
を
支
持
す
る
デ
イ
ビ

ッ
ド
・
パ
タ
ー
ソ
ン
元
州
知

事
は
「
ク
オ
モ
氏
か
ア
ダ
ム

ス
氏
の
い
ず
れ
か
が
撤
退
し

な
い
と
進
歩
系
候
補
（
マ
ム

ダ
ニ
氏
）
を
利
す
る
」
と
発

言
。
ク
オ
モ
氏
は
ア
ダ
ム
ス
候

補
を
「
ス
プ
ー
ラ
」（
票
割
れ

の
原
因
）
と
非
難
、
ア
ダ
ム
ス

候
補
も
ク
オ
モ
氏
を
同
様
に
非

難
し
て
お
り
、
独
立
候
補
同
士

の
分
裂
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

　
　
　
　
（
関
連
記
事
５
面
に
）

Ｎ
Ｙ
市
長
選
挙
中
間
報
告

 

マ
ム
ダ
ニ
氏
優
勢
な
お
不
透
明
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中
高
生
16
人
が
来
米

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
と
Ｎ
Ｙ
を
訪
問

視
野
広
げ
日
米
の
架
け
橋
に

　

新
潟
県
南
魚
沼
市
の
中
学
生

と
高
校
生
を
合
わ
せ
た
16
人
が

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
と
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
を
訪
問
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
な
ど
も
含
め
７
月
29
日
か
ら

8
月
４
日
ま
で
来
米
し
た
。
市

が
主
催
す
る
「
南
魚
沼
市
中
学

生
海
外
派
遣
事
業
」
の
一
環
で

来
米
し
た
も
の
で
今
年
で
３
回

目
。
一
行
に
は
岡
村
秀
康
南
魚

沼
市
教
育
長
は
じ
め
、
市
教
育

委
員
会
職
員
が
同
行
し
た
。　

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
日
本

政
府
国
連
代
表
部
と
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
日
本
総
領
事
公
邸
を
表
敬

訪
問
し
た
。
国
連
代
表
部
で

後
、
植
民
地
か
ら
独
立
し
た
国

で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
99
％
を
海

外
か
ら
輸
入
し
て
い
る
日
本
は

世
界
と
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
か
な

い
と
生
き
て
い
け
な
い
国
で
あ

る
」
な
ど
と
語
っ
た
。
一
行
は

国
連
本
部
の
建
物
を
見
た
後
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
公

邸
を
訪
れ
、
総
領
事
館
の
役
割

な
ど
聞
い
た
あ
と
意
見
交
換
し

た
。
当
日
は
、
体
調
不
良
で
急

遽
欠
席
と
な
っ
た
森
大
使
に
代

井上　聡太朗君

上村　愛莉さん

久保田　在希さん

石井　真都さん

貝瀬　滉介君

 関　詩音さん

石田　由唯さん

志田　亜呼さん

髙野　真歩さん

並木　あかりさん

小林　春斗君

小野塚　真央さん

石田　会君

樋口　大駕君

小泉　舞桜さん

塚本　佳史君

わ
っ
て
総
領
事
館
職
員
が
「
ワ

シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
が
政
治
の
中
心

な
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
、経
済
、

メ
デ
ィ
ア
、
文
化
の
中
心
で
あ

は
、
山
﨑
和
之
国
連
大
使
と
面

会
し
、
代
表
部
の
仕
事
の
説
明

を
受
け
た
後
、
生
徒
た
ち
か
ら

の
質
問
に
答
え
た
。
山
﨑
大
使

は
「
戦
後
１
９
４
５
年
に
加
盟

55
か
国
で
ス
タ
ー
ト
し
た
国
連

は
、
現
在
加
盟
国
が
１
９
３
か

国
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
戦

る
」
と
述
べ
、「
在
留
邦
人
が

安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う
支
援

す
る
」
と
い
う
総
領
事
館
の
仕

事
を
説
明
し
た
。　

　

今
回
で
３
回
目
と
な
る
派
遣

事
業
を
主
催
す
る
南
魚
沼
市
で

は
、
選
抜
は
成
績
評
価
だ
け
で

決
め
る
の
で
は
な
く
、
一
生
懸

命
努
力
を
し
て
い
る
子
や
、
芸

術
や
ス
ポ
ー
ツ
に
熱
心
な
子
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
市
教

育
委
員
会
が
選
ん
だ
と
い
う
。　

　

こ
の
事
業
の
発
起
人
は
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
不
動
産
業
を
営

む
現
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
新
潟
県
人

会
名
誉
会
長
の
大
坪
賢
次
さ

ん
。
日
大
卒
業
後
に
ワ
シ
ン
ト

ン
州
に
米
国
留
学
し
、
そ
こ
で

ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
や
現
コ
ス
ト
コ

の
会
長
な
ど
そ
の
後
米
国
の
政

財
界
で
活
躍
す
る
多
く
の
人
材

と
出
会
い
、
Ｎ
Ｙ
で
不
動
産
業

　

南
魚
沼
市
中
学
生
高
校
生
海

外
派
遣
研
修
事
業
を
３
年
継
続

し
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
は
、
温
か
く
迎
え

て
く
だ
さ
っ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
皆
様
の
お
か
げ
で
現
地

の
暮
ら
し
ぶ
り
や
国
際
的
な
価

値
観
に
触
れ
る
と
と
も
に
、
国

連
日
本
政
府
代
表
部
や
在
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
館
公
邸
へ
の

訪
問
を
通
じ
て
、
日
本
と
い
う

国
を
世
界
と
い
う
大
き
な
枠
組

み
の
中
で
見
つ
め
直
す
、
極
め

て
貴
重
な
経
験
を
積
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
す
べ

て
郷
里
の
子
ど
も
達
を
、
国
際

感
覚
を
持
っ
た
人
材
に
育
て
た

い
と
い
う
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
新
潟

県
人
会
の
大
坪
賢
次
名
誉
会
長

の
ご
尽
力
と
大
滝
会
長
を
は
じ

め
と
す
る
会
員
の
皆
様
の
献
身

的
な
ご
協
力
に
よ
り
実
現
し
た

も
の
で
あ
り
、
改
め
て
深
い
感

謝
を
表
し
ま
す
。　

　

派
遣
生
16
名
は
、
憧
れ
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
「
今
、
世
界
の

中
心
に
立
っ
て
い
る
」
と
感
動

の
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
街
並

み
も
人
々
の
熱
気
も
想
像
を
遥

か
に
超
え
、
そ
こ
で
活
躍
す
る

日
本
人
の
魅
力
に
引
き
込
ま
れ

ま
し
た
。

　

山
﨑
和
之
国
連
大
使
、
森
美

樹
夫
総
領
事
大
使
と
の
面
会
、

そ
し
て
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

皆
さ
ん
と
過
ご
し
た
二
日
間
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
魅
力
に
満
ち

て
い
ま
す
。「
大
人
に
な
っ
て

か
ら
も
う
一
度
訪
ね
て
み
た

い
」「
私
も
世
界
で
活
躍
し
た

い
」
と
夢
は
広
が
り
、
こ
こ
で

の
感
動
と
発
見
は
こ
れ
か
ら
の

人
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

大
坪
賢
次
様
を
は
じ
め
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
様
、
関

係
者
の
皆
様
の
ご
尽
力
と
ご
協

力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

経
済
停
滞
に
直
面
し
て
い
る

新
潟
県
の
活
性
化
に
は
、
国
際

感
覚
を
持
っ
た
人
材
の
育
成
が

重
要
だ
と
思
い
、
林
茂
男
南
魚

沼
市
長
に
生
徒
の
ア
メ
リ
カ
へ

の
派
遣
を
提
案
し
ま
し
た
。
生

憎
と
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
見
舞
わ

れ
実
施
が
遅
れ
ま
し
た
が
、
今

年
で
三
年
目
を
迎
え
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
生
徒
達
は
単
な
る

市
内
観
光
だ
け
で
は
な
く
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
新
潟
県
人
会
会
員

と
の
懇
親
会
・
ホ
ー
ム
・
ス
テ

イ
、
山
崎
和
之
国
連
大
使
に
よ

る
日
本
の
国
際
社
会
に
於
け
る

活
動
と
立
場
の
説
明
、
森
美
樹

夫
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
・
大

使
主
催
の
総
領
事
公
邸
で
の
歓

迎
・
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
ま

す
。
こ
れ
ら
を
経
験
す
る
こ
と

で
、
国
際
感
覚
を
持
つ
人
間
が

育
ち
、
将
来
故
郷
の
発
展
に
貢

献
し
て
く
れ
る
事
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

で
成
功
し
た
人
物
だ
。　
　

　

生
徒
た
ち
は
、
国
連
代
表

部
、
総
領
事
館
公
邸
表
敬
訪
問

と
い
う
公
式
行
事
を
終
え
た
あ

と
、　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
滞
在
中

は
、
同
時
多
発
テ
ロ
の
現
場
に

作
ら
れ
た
９
・
11
メ
モ
リ
ア
ル

博
物
館
も
見
学
し
た
ほ
か
、
最

終
日
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
新
潟
県

人
会
（
大
滝
哲
生
会
長
）
が
迎

え
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
に

宿
泊
し
、
海
外
で
生
活
す
る
同

郷
の
先
輩
た
ち
家
族
と
も
交
流

し
た
。

　

体
験
し
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
中

に
は
シ
テ
ィ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
で

の
大
リ
ー
グ
野
球
観
戦
や
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
見
学
、
遊

覧
船
乗
船
な
ど
に
連
れ
て
行
っ

て
も
ら
う
な
ど
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
た
。

　
　
　
　
（
関
連
記
事
12
面
に
）

南
魚
沼
市
長
　
林
　
茂
男

南
魚
沼
市
教
育
長
　
岡
村
秀
康

国
際
感
覚
を
持
つ
人
材
の
育
成

　
　
　
　
　
Ｎ
Ｙ
新
潟
県
人
会
名
誉
会
長
　
大
坪
賢
次

新潟県  南魚沼市

日本政府国連代表部を表敬訪問

在 NY日本国総領事公邸を表敬訪問

県人会ホストファミリー	も歓迎

新潟県人会のホストファミリーが迎えに来て宿泊体験へ出発 セントラルパークを歩く生徒たち

日の丸もたなびく国連本部ビルも間近で見学

日
本
見
つ
め
直
す
絶
好
の
機
会

こ
れ
か
ら
の
人
生
に
大
き
な
影
響
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三
島
由
紀
夫
を
大
特
集

生
誕
１
０
０
周
年
シ
リ
ー
ズ

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
（
Ｊ
Ｓ
）
舞
台
公
演
部
は

２
０
２
５
年
秋
か
ら
26
年
初

夏
・
新
シ
ー
ズ
ン
の
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
を
発
表
し
た
。
９
月

か
ら
12
月
に
か
け
て
は
「
三

島
由
紀
夫
・
生
誕
１
０
０
周

年
シ
リ
ー
ズ
（
英
題
：Yukio 

Mishima Centennial Series: 
Emergences

）」
と
題
し
、
三

島
由
紀
夫
に
関
連
し
た
舞
台
公

演
シ
リ
ー
ズ
を
開
催
す
る
。
戦

後
の
日
本
を
代
表
す
る
作
家
で

あ
り
、
文
芸
や
美
学
か
ら
政
治

思
想
に
至
る
ま
で
日
本
と
世
界

に
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
残
し

た
三
島
は
、
誕
生
か
ら
今
年
で

１
０
０
年
を
迎
え
る
。文
学
界
、

演
劇
界
、
映
画
界
と
さ
ま
ざ
ま

な
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍
し
た
三
島

の
功
績
を
俯
瞰
し
つ
つ
、
彼
が

次
世
代
に
与
え
た
影
響
だ
け
で

は
な
く
、
彼
自
身
に
影
響
を
与

え
た
日
本
の
伝
統
美
ま
で
、
舞

台
芸
術
と
い
う
切
り
口
か
ら
三

島
の
世
界
を
見
直
す
。
ま
た
、

同
シ
リ
ー
ズ
の
一
環
と
し
て
、

三
島
に
関
す
る
文
学
ト
ー
ク
や

三
島
作
品
を
原
作
と
し
た
映
画

の
上
映
会
も
行
わ
れ
る
。

　

シ
リ
ー
ズ
の
幕
開
け
は
９
月

11
日
か
ら
20
日
ま
で
、
演
劇
作

品
『KINKAKUJI

』
の
世
界
初

演
。
海
外
か
ら
の
評
価
も
高
い

代
表
作
『
金
閣
寺
』（
１
９
５
７

年
出
版
）
を
、
日
米
演
劇
界
の

架
け
橋
と
し
て
長
く
活
躍
す
る

在
Ｎ
Ｙ
の
レ
オ
ン
・
イ
ン
ガ
ル

ス
ラ
ッ
ド
（
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
カ
ン
パ

ニ
ー
共
同
創
立
者
）
と
、
実
験

劇
場
か
ら
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
や

映
画
ま
で
こ
な
す
韓
国
系
ア
メ

リ
カ
人
俳
優
、
メ
ジ
ャ
ー
・
ク

ル
ダ
が
共
同
で
翻
案
。
三
島
の

原
作
か
ら
再
構
築
し
た
新
た
な

テ
キ
ス
ト
を
軸
に
、
イ
ン
ガ
ル

ス
ラ
ッ
ド
の
演
出
、
ク
ル
ダ
の

独
演
に
て
、
詩
的
な
一
人
芝
居

と
し
て
上
演
す
る
。

　

ま
た
、
人
気
美
術
作
家
の
塩

田
千
春
が
同
作
の
舞
台
美
術
を

担
当
す
る
。
Ｊ
Ｓ
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
は
９
月
12
日
か
ら
来
年

１
月
11
日
ま
で
、
塩
田
の
Ｎ

Ｙ
で
の
美
術
館
初
個
展
と
な

る
「Two Home Countries

」

を
開
催
す
る
。
チ
ケ
ッ

ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://japansociety.org/
performing-arts/

を
参
照
。

シャパン・ソサエティー9月11日から

舞台公演部25年シーズン

https://www.nipponclub.org/
https://www.uemurachiropractic.com/
https://www.intnl.doshisha.ac.jp/admission/event.php
https://slide-method.com/welcome/
https://japansociety.org/performing-arts/
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戦
後
80
年
を
迎
え
る
中
、
日

本
で
は
石
破
総
理
が
「
戦
後
80

年
談
話
」
を
発
出
す
る
こ
と
へ

の
風
当
た
り
が
強
い
。
自
民
党

内
の
、
い
わ
ゆ
る
保
守
派
が
反

対
し
て
い
る
そ
う
で
、
も
し
も

「
総
理
が
強
引
に
発
出
す
る
」

と
党
が
割
れ
て
し
ま
う
と
い
う

声
も
あ
る
と
い
う
。
反
対
論
の

中
心
は
「
謝
罪
外
交
」
へ
の
違

和
感
の
よ
う
だ
。
日
本
が
戦
争

に
関
す
る
謝
罪
を
続
け
る
の
で

あ
れ
ば
、
い
つ
ま
で
も
周
辺
国

が
日
本
を
見
下
げ
る
こ
と
と
な

り
、
日
本
と
し
て
は
国
益
に
反

す
る
利
敵
行
為
だ
と
い
う
、
こ

れ
が
「
謝
罪
外
交
反
対
論
」
の

中
核
の
よ
う
だ
。

　

確
か
に
こ
こ
へ
来
て
「
謝
罪

外
交
」
の
意
味
が
薄
れ
、
弊
害

が
強
く
な
っ
て
い
る
の
は
事
実

だ
と
思
う
。
一
番
の
問
題
は
、

世
代
交
代
で
あ
る
。
第
二
次
大

戦
に
至
る
日
本
の
ア
ジ
ア
に
お

け
る
戦
争
が
大
き
な
災
厄
を
生

ん
だ
の
は
否
定
で
き
な
い
事
実

だ
と
し
て
も
、
加
害
側
、
被

害
側
と
も
に
当
事
者
世
代
は

ほ
ぼ
残
っ
て
い
な
い
。
仮
に

１
９
４
５
年
に
20
歳
で
あ
っ
た

人
々
を
当
事
者
の
下
限
だ
と
す

る
と
、
今
回
戦
後
80
年
を
迎
え

る
中
で
は
１
０
０
歳
に
な
っ
て

い
る
か
ら
だ
。

　

現
在
の
人
口
の
中
核
を
担
う

世
代
は
、
日
本
に
し
て
も
ア
ジ

ア
諸
国
に
し
て
も
戦
争
当
事
者

の
子
で
は
な
く
、
孫
世
代
で
あ

る
。
ほ
と
ん
ど
無
関
係
と
言
っ

て
い
い
世
代
に
お
い
て
、
一
方

が
謝
罪
を
要
求
し
、
一
方
が
謝

罪
を
す
る
と
い
う
の
は
、
ど
こ

か
に
無
理
を
生
じ
る
。特
に「
生

ま
れ
な
が
ら
に
し
て
」
謝
罪
を

強
い
ら
れ
る
日
本
の
状
況
は
、

理
不
尽
だ
と
思
い
始
め
た
ら
後

戻
り
は
難
し
い
。

　

ま
た
、
謝
罪
と
い
う
の
は
心

理
的
、
経
済
的
に
余
裕
が
あ
れ

ば
比
較
的
容
易
だ
が
、
そ
う
で

な
く
て
は
辛
い
と
い
う
特
性
が

あ
る
。
日
本
が
高
度
成
長
を
駆

け
上
が
り
、
バ
ブ
ル
景
気
に
酔

っ
て
い
た
時
代
に
お
い
て
は
、

謝
罪
の
主
体
に
な
る
こ
と
に
は

抵
抗
感
は
薄
か
っ
た
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
、
倫
理
的
な
高
揚
感
を

伴
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
け
れ

ど
も
、
現
在
の
世
相
は
当
時
と

は
全
く
異
な
る
。
む
し
ろ
謝
罪

に
積
極
的
に
な
る
グ
ル
ー
プ

は
、
物
理
的
に
も
心
理
的
に
も

余
裕
の
あ
る
「
持
て
る
側
」
と

し
て
目
立
っ
て
し
ま
う
時
代
で

も
あ
る
。

　

最
も
重
要
な
の
は
、
謝
罪
と

い
う
の
は
極
め
て
精
神
的
な
態

度
の
問
題
で
あ
り
、
惰
性
的
な

言
葉
で
は
伝
わ
ら
な
い
と
い
う

こ
と
だ
。
オ
バ
マ
大
統
領
が
仲

介
し
た
日
韓
合
意
の
際
に
、
亡

く
な
っ
た
安
倍
総
理
が
韓
国
に

対
し
て
謝
罪
を
述
べ
た
。
そ
の

際
に
韓
国
側
か
ら
は
、「
本
音

は
右
派
で
あ
る
安
倍
氏
の
謝
罪

は
胸
に
響
か
な
い
」
と
い
う
反

発
が
出
た
。
国
を
代
表
し
た
総

理
の
公
式
発
言
に
対
す
る
姿
勢

と
し
て
は
非
礼
と
も
思
う
が
、

謝
罪
と
い
う
精
神
論
の
場
合
は

こ
の
よ
う
に
「
伝
わ
ら
な
い
」

場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
残

念
な
が
ら
事
実
で
あ
る
。

　

で
は
、日
本
は
こ
う
し
た「
謝

罪
外
交
」
を
卒
業
で
き
る
の
で

あ
ろ
う
か
？
こ
れ
は
そ
う
簡
単

で
は
な
い
。
説
明
も
な
く
謝
罪

を
停
止
す
る
と
か
、
単
に
保
守

派
の
勢
力
が
増
し
た
か
ら
止
め

ま
す
と
い
う
の
で
は
国
益
は
守

れ
な
い
。
第
二
次
大
戦
は
人
類

に
と
っ
て
最
後
の
世
界
大
戦
だ

と
い
う
前
提
に
立
て
ば
、
こ
れ

を
最
後
ま
で
戦
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
国
体
を
護
持
し
た
日

本
は
、
半
永
久
的
に
恭
順
国
家

と
い
う
位
置
づ
け
か
ら
動
け
な

い
か
ら
だ
。

　

ま
た
、
大
韓
民
国
に
し
て
も

中
華
人
民
共
和
国
に
し
て
も
、

建
国
の
原
点
に
戦
前
の
日
本
が

深
く
関
与
し
て
い
る
以
上
は
、

日
本
と
の
過
去
を
忘
れ
る
こ
と

は
不
可
能
で
あ
る
。
中
で
も
ア

メ
リ
カ
の
場
合
は
、
軍
国
日
本

と
の
戦
い
は
建
国
以
来
最
大
の

事
件
で
あ
る
。
二
度
の
世
界
大

戦
の
欧
州
戦
線
参
加
は
あ
く
ま

で
援
軍
派
遣
だ
っ
た
が
、
対
日

戦
と
い
う
の
は
唯
一
に
し
て
最

大
の
総
力
戦
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
と
い

う
と
、
謝
罪
の
代
わ
り
に
ま
ず

追
悼
を
行
う
べ
き
だ
。
謝
罪
は

一
方
的
だ
が
、
追
悼
は
共
同
作

業
に
な
る
。
と
り
あ
え
ず
、
故

安
倍
晋
三
総
理
と
バ
ラ
ク
・
オ

バ
マ
大
統
領
の
間
で
は
、
広
島

と
真
珠
湾
に
お
い
て
相
互
献
花

外
交
の
完
結
を
見
た
。
同
じ
よ

う
に
、
日
韓
や
日
中
に
お
け
る

共
同
追
悼
の
作
業
が
求
め
ら
れ

る
。
こ
れ
は
個
人
的
な
意
見
だ

が
、
追
悼
と
い
う
の
は
政
治
的

行
為
で
は
な
く
、
人
間
性
の
純

粋
な
部
分
で
行
う
も
の
で
あ
る

か
ら
、
総
理
大
臣
で
は
な
く
天

皇
陛
下
に
行
っ
て
い
た
だ
く
の

が
良
い
と
思
う
。
日
米
の
共
同

追
悼
の
儀
式
も
、
例
え
ば
沖
縄

で
、
長
崎
で
、
更
に
太
平
洋
の

各
地
で
陛
下
と
大
統
領
に
よ
り

厳
か
に
続
け
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
そ
の
意
義
は
深
い
で
あ
ろ

う
。

　

も
う
一
つ
は
批
判
で
あ
る
。

自
分
は
戦
争
の
当
事
者
世
代
で

は
な
い
の
で
謝
罪
の
主
体
に
は

な
ら
な
い
、
そ
の
よ
う
な
世
代

が
日
本
の
大
半
に
な
っ
て
い
る

が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
過
去

を
肯
定
し
て
い
る
の
で
は
な

い
。
ま
た
現
在
形
で
ア
ジ
ア
を

も
う
一
度
侵
略
し
よ
う
な
ど
と

考
え
て
い
る
人
間
は
皆
無
で
あ

ろ
う
。
日
本
国
内
に
お
い
て
は

自
明
な
こ
と
だ
が
、
態
度
と
し

て
示
さ
ね
ば
伝
わ
る
も
の
も
伝

わ
ら
な
い
。
日
本
は
謝
罪
を
や

め
て
軍
国
主
義
や
侵
略
の
正
当

化
を
進
め
て
い
る
と
思
わ
れ
た

ら
、軍
拡
の
口
実
に
さ
れ
た
り
、

最
悪
の
場
合
は
日
中
離
反
、
日

韓
離
反
の
工
作
に
引
っ
か
か
る

と
か
、
外
交
孤
立
の
状
態
に
追

い
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
得

る
。

　

こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
必
要

な
の
は
、
歴
史
認
識
に
お
け
る

過
去
へ
の
批
判
を
明
確
に
す
る

こ
と
だ
。
日
露
戦
争
が
防
衛
戦

争
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
が
、
戦
後
の
朝
鮮
半
島
の
ビ

ジ
ョ
ン
な
き
ま
ま
戦
闘
に
突
入

し
た
時
点
か
ら
先
の
朝
鮮
半
島

政
策
は
ど
う
考
え
て
も
批
判
の

対
象
で
良
い
の
で
は
な
い
か
。

中
国
政
策
に
関
し
て
も
、
第
一

次
大
戦
後
に
21
カ
条
要
求
で
ド

イ
ツ
利
権
の
返
還
を
拒
ん
だ
以

戦
後
80
年
に
あ
た
っ
て
「
謝
罪
外
交
」

か
ら
の
「
卒
業
」
は
可
能
か
？

　

Ａ
Ｉ
技
術
の
進
化

が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
代
わ
る
「
主
要

な
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ

ン
グ
デ
バ
イ
ス
」
を

生
み
出
す
と

Meta

の
マ
ー

ク
・
ザ
ッ
カ

ー
バ
ー
グ
Ｃ

Ｅ
Ｏ
が
宣
言

し
、iPhone

の
支
配
に
挑

戦
す
る
姿

勢
を
明
確
に
打
ち
出
し

た
。
同
氏
は
ユ
ー
ザ
ー

の
視
覚
や
聴
覚
と
密
接

な
関
わ
り
を
持
ち
、
身

の
ま
わ
り
の
状
況
を
理

解
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト

グ
ラ
ス
が
今
後
は
主
力

な
デ
バ
イ
ス
に
な
る
と

語
っ
て
お
り
、
自
ら
の

Ａ
Ｉ
に
関
す
る
構
想
を

「
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ス
ー

パ
ー
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ス
」
と
呼
ん
で
い
る
。
目
指
す

の
はApple

の
よ
う
な
ソ
フ
ト

と
ハ
ー
ド
を
融
合
さ
せ
た
体
験

を
実
現
す
る
こ
と
だ
。
ザ
ッ
カ

ー
バ
ー
グ
氏
は
、
過
去
に
も
ス

マ
ホ
や
Ｖ
Ｒ
の
分
野
で
宿
敵
の

Apple

に
挑
戦
し
て
き
た
が
、

ま
だ
成
功
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
消
費

者
の
デ
ジ
タ
ル
世
界
へ
の
入
り

口
を
、
現
行
のiPhone

を
中

心
と
す
る
ス
マ
ホ
端
末
か
ら
、

同
社
開
発
の
ス
マ
ー
ト
グ
ラ
ス

へ
移
行
さ
せ
る
構
想
は
、
同
氏

の
悲
願
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
だ
ろ
う
。

　

Meta

が
Ａ
Ｉ
人
材
の
獲
得

に
巨
額
を
投
じ
る
一
方
で
、

Apple

はiPhone

の
価
値
を

強
調
し
、
Ａ
Ｉ
デ
バ
イ
ス
は
補

完
的
な
存
在
に
過
ぎ
な
い
と
主

張
し
て
い
る
。
た
だApple

が

現
在
の
Ａ
Ｉ
ブ
ー
ム
に
先
駆
け

て
開
発
し
たSiri

は
、
も
は
や

技
術
的
に
周
回
遅
れ
に
な
っ
て

お
り
、
市
場
で
は
、
同
社
自
身

が
も
は
や
「
ク
ー
ル
で

は
な
い
」
と
い
う
声
も

出
て
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
安
心
し
て
は
い
ら

れ
な
い
現
状
だ
。

　

A
m

a
zo

n

や

OpenAI

も
新
た
な
Ａ

Ｉ
デ
バ
イ
ス
開
発
に
動

い
て
お
り
、
業
界
全
体

が
ポ
ス
ト
ス
マ
ホ
時
代

を
模
索
し
て
い
る
。
最

終
的
に
ど
の
よ
う
な
技

術
や
デ
バ
イ
ス
が
次
世

代
の
主
役
に
な
っ
て
い

く
の
か
、
あ
る
い
は
ス

マ
ホ
自
体
が
何
か
新
た

な
変
化
を
遂
げ
て
い
く

の
か
、
皆
目
見
当
が
つ

か
な
い
が
、
10
年
ほ
ど

前
ま
で
眼
鏡
不
要
の
生

活
を
送
り
、
や
む
な
く
掛
け
始

め
た
老
眼
鏡
の
わ
ず
ら
わ
し
さ

に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
自
分
と
し

て
は
、
皆
が
ス
マ
ー
ト
グ
ラ
ス

を
掛
け
て
い
る
日
常
は
論

外
で
、
む
し
ろ
眼
鏡
無
し

に
画
面
の
見
れ
る
ピ
ン
ト

調
整
機
能
つ
き
ス
マ
ホ
を

商
品
化
し
て
欲
し
い
。
眼

鏡
を
常
に
か
け
る
生
活
な

ど
、
個
人
的
に
は
考
え
た

く
も
な
い
。

（
え
が
わ
・
な
か
ば
／
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
）

 江川央の DIGITAL 最前線
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スマートグラス必須の生活なんて、
あなたには想像できますか？

降
は
、
や
は
り
批
判
が
主
と
な

ろ
う
。
対
米
戦
に
つ
い
て
は
、

そ
の
全
て
が
戦
略
的
な
間
違
い

と
い
う
批
判
を
す
る
こ
と
が
、

既
に
両
国
の
暗
黙
の
公
式
理
解

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
も

変
更
の
必
要
は
感
じ
な
い
。

　

改
め
て
戦
後
80
年
の
今
年
、

惰
性
的
な
謝
罪
外
交
を
見
直
し

て
、
真
摯
な
共
同
追
悼
に
冷
静

な
歴
史
批
判
を
加
え
る
と
い
う

姿
勢
へ
の
転
換
を
提
言
し
た
い

と
思
う
。
も
し
か
し
た
ら
「
保

守
派
」
と
い
う
概
念
か
ら
は
、

過
去
へ
の
批
判
と
い
う
の
も

「
先
人
の
犠
牲
を
貶
め
る
も
の
」

だ
と
し
て
、
嫌
悪
の
対
象
に
な

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、

謝
罪
も
共
同
追
悼
も
批
判
も
し

な
い
と
い
う
こ
と
で
は
、
現
在

の
日
米
安
保
体
制
が
「
日
本
の

軍
国
主
義
を
封
じ
込
め
る
瓶
の

フ
タ
」
で
は
な
く
な
っ
て
い
る

中
で
は
、
日
本
孤
立
策
の
口
実

を
与
え
る
だ
け
だ
。
そ
の
意
味

で
「
保
守
」
と
は
何
か
と
い
う

こ
と
も
、
厳
し
く
問
わ
れ
る
時

代
と
な
っ
た
。

（
れ
い
ぜ
い
・
あ
き
ひ
こ
／
作

家
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
在
住
）

　

Ｕ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ズ
＆
ワ
ー
ル

ド
・
レ
ポ
ー
ト
誌
は
７
月
29
日
、

米
国
内
の
病
院
を
評
価
し
た
恒

例
の
「
ベ
ス
ト
・
ホ
ス
ピ
タ
ル

ズ
」
ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表
し
、

総
合
評
価
上
位
20
病
院
に
Ｎ
Ｙ

周
辺
の
４
病
院
が
選
ば
れ
た
。

　

同
誌
は
毎
年
、循
環
器
や
癌
、

耳
鼻
咽
喉
な
ど
15
専
門
科
と
、

各
科
に
伴
う
22
の
専
門
的
治
療

で
全
国
の
病
院
を
分
析
、
評
価

し
て
お
り
、
今
年
度
は
総
合
病

院
４
４
０
０
院
以
上
、
５
０
４

の
地
域
病
院
が
対
象
に
な
っ

た
。
25
〜
26
年
度
の
「
オ
ナ

ー
・
ロ
ー
ル
」
に
は
、
Ｎ
Ｙ
市

内
の
マ
ウ
ン
ト
サ
イ
ナ
イ
病
院

と
Ｎ
Ｙ
プ
レ
ス
ビ
タ
リ
ア
ン
・

ウ
ェ
イ
ル
・
コ
ー
ネ
ル
大
学
病

院-

コ
ロ
ン
ビ
ア
・
ア
ン
ド
・

コ
ー
ネ
ル
、
Ｎ
Ｙ
大
学
ラ
ン
ゴ

ー
ン
病
院
、
そ
し
て
Ｎ
Ｊ
州
ハ

ッ
ケ
ン
サ
ッ
ク
の
ハ
ッ
ケ
ン
サ

ッ
ク
大
学
メ
デ
ィ
カ
ル
・
セ
ン

タ
ー
が
含
ま
れ
て
い
る
。
特
に

Ｎ
Ｙ
大
学
ラ
ン
ゴ
ー
ン
病
院
は

脳
神
経
外
科
や
循
環
器
科
、
血

管
外
科
、
呼
吸
器
科
な
ど
、
国

内
の
病
院
で
最
も
多
く
の
専
門

科
で
１
位
、
ま
た
13
か
所
の
附

属
病
院
の
専
門
科
が
上
位
20
位

に
入
っ
て
い
る
。
マ
ウ
ン
ト
サ

イ
ナ
イ
病
院
は
、
昨
年
度
比
で

４
科
増
の
５
専
門
科
が
上
位
10

位
内
に
選
ば
れ
た
。
22
年
連
続

で
オ
ナ
ー
・
ロ
ー
ル
に
選
ば
れ

て
い
る
Ｎ
Ｙ
プ
レ
ス
ビ
タ
リ
ア

ン
病
院
は
12
専
門
家
が
上
位
10

位
内
、
ハ
ッ
ケ
ン
サ
ッ
ク
大
学

病
院
は
Ｎ
Ｙ
州
内
と
し
て
は
初

め
て
同
ラ
ン
キ
ン
グ
の
総
合
上

位
20
位
内
に
選
ば
れ
た
。
そ
の

ほ
か
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
メ
モ
リ

ア
ル
・
ス
ロ
ー
ン
・
ケ
ッ
タ
リ

ン
グ
癌
セ
ン
タ
ー
（
Ｍ
Ｓ
Ｋ
）

は
癌
専
門
病
院
と
し
て
北
東
部

で
１
位
、
全
国
で
は
２
位
、
泌

尿
器
科
は
全
国
で
１
位
に
選
ば

れ
た
。
ラ
ン
キ
ン
グ
の
詳
細

はhttps://health.usnews.
com

/best-hospitals/
rankings?src=usn_pr

を
参

照
す
る
。

Ｕ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ズ
＆
ワ
ー
ル
ド
・
レ
ポ
ー
ト

Ｎ
Ｙ
、
Ｎ
Ｊ
の
４
医
療
機
関
「
優
秀
」

米国病院
ランキング

　

日
本
ク
ラ
ブ
は
26
日
（
火
）、

Ｎ
Ｙ
日
本
商
工
会
議
所
（
Ｊ

Ｃ
Ｃ
Ｉ
）
と
共
催
、Reinvent

の
協
力
で
、
ボ
ス
ト
ン
の
北
に

位
置
す
る
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
あ

る
最
先
端
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

施
設
・
Ｃ
Ｉ
Ｃ
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

と
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
ス
ロ
ー
ン
ス
ク
ー

ル
を
巡
る
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

を
企
画
し
て
い
る
。

　

本
ツ
ア
ー
で
は
、
日
系
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
と
企
業
の
経
営
層

に
両
ス
ク
ー
ル
の
最
前
線
で
実

践
さ
れ
て
い
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
支
援
メ
ソ
ッ
ド
と
、
起
業

家
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
体
験
で

き
る
。
実
際
に
稼
働
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
や
資
金
調

達
サ
ポ
ー
ト
の
仕
組
み
を
学

び
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
で
は
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
な
ど
を
説
明

し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を
行

う
。
最
新
の
研
究
成
果
や
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
動
向
に
触
れ
る

貴
重
な
機
会
を
提
供
す
る
と

し
て
い
る
。
参
加
費
は
日
本

ク
ラ
ブ
、
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
会
員
が

50
ド
ル
、
一
般
参
加
は
60
ド

ル
。（
バ
ス
料
金
、
ラ
ン
チ
代

を
含
む
）。
問
い
合
わ
せ
は
電

話
２
１
２
・
５
８
１
・
２
２
２
３

日
本
ク
ラ
ブ
事
務
局
ま
で
。

Ｃ
Ｉ
Ｃ
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
と
Ｍ
Ｉ
Ｔ
視
察

日
帰
り
ツ
ア
ー
参
加
者
を
募
集

http://goldsteinvisa.com
http://www.nymitakai.com/
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org%E2%96%A0NY%E6%97%A5%E6%9C%AC%E4%BA%BA%E6%95%99
http://www.Jhelp.com
http://www.egawanakaba.com
https://health.usnews.com/best-hospitals/rankings?src=usn_pr
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「私の脳を
調べてください」

　

銃
乱
射
犯
の
元
高
校
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
、
シ
ェ
ー
ン
・
タ

ム
ラ
容
疑
者
が
、
慢
性
外
傷
性

脳
症
（
Ｃ
Ｔ
Ｅ
）
に
つ
い
て
の

３
ペ
ー
ジ
の
メ
モ
を
現
場
に
残

し
て
い
た
こ
と
を
警
察
が
発
表

し
た
。
Ｃ
Ｔ
Ｅ
は
接
触
ス
ポ
ー

ツ
を
す
る
人
に
発
症
す
る
脳
疾

患
で
、
死
後
に
初
め
て
確
定
診

断
さ
れ
る
。
警
察
が
抜
粋
公
開

し
た
メ
モ
に
は
、
銃
撃
事
件
が

　

Ｎ
Ｙ
市
の
電
話
相
談
窓
口

３
１
１
の
最
新
の
デ
ー
タ
で
、

犬
の
糞
に
関
す
る
苦
情
が
今
年

上
半
期
に
著
し
く
増
加
し
た
こ

発
生
し
た
パ
ー
ク
街
３
４
５
番

地
に
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
る
Ｎ
Ｆ

Ｌ
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
・
リ
ー
グ
）
も
激
し
く
非

難
さ
れ
て
お
り
、
Ｎ
Ｆ
Ｌ
は
利

益
を
優
先
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
危

険
性
を
隠
蔽
し
た
と
さ
れ
て
い

る
。
同
容
疑
者
は
頭
部
で
は
な

く
胸
部
を
銃
で
撃
っ
て
お
り
、

「
私
の
脳
を
調
べ
て
く
だ
さ
い
」

「
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
」
と
メ

　

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
）

は
、
10
月
20
日
（
月
）
に
恒
例

の
第
31
回
「
Ｊ
Ａ
Ａ
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
、
Ｎ

Ｙ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（103 

Brick Church Road, New 
Hempstead, NY 10977

）

で
開
催
す
る
（
協
賛
：
Ａ
Ｎ
Ａ

／
全
日
本
空
輸
株
式
会
社
、
後

援
：
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
、
よ
み
タ

イ
ム
）。

　

全
日
空
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
Ｎ

Ｙ
〜
東
京
往
復
航
空
券
を
始

め
、
豪
華
賞
品
多
数
が
用
意
さ

れ
る
ほ
か
、
４
ホ
ー
ル
の
シ
ョ

ー
ト
ホ
ー
ル
に
現
金
１
万
ド
ル

が
当
た
る
ホ
ー
ル
イ
ン
・
ワ
ン

賞
（
総
額
４
万
ド
ル
）
を
設

け
、
朝
食
も
あ
り
、
試
合
後
は

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
式
で
の
食
事
が

楽
し
め
る
。
テ
ィ
ー
オ
フ
は
午

前
９
時
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
に
て

（shotgun tournament by 
the Peoria System

）。

Ｊ
Ａ
Ａ
ゴ
ル
フ
大
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
で
10
月
20
日

　

参
加
費
は
２
７
０
ド
ル
（
う

ち
１
０
０
ド
ル
が
税
金
控

除
）。
参
加
費
に
は
グ
リ
ー

ン
フ
ィ
ー
、
カ
ー
ト
代
、
食

事
代
が
含
ま
れ
る
。
定
員
72

人
。
申
し
込
み
は
チ
ェ
ッ
ク

の
宛
先
をThe Japanese 

American Association of 
New York, Inc.

と
し
、
住
所

JAA, 49 W
est 45 th Street, 

5th Floor, New York, NY 
10036

へ
送
付
す
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルinfo@jaa-

ny.org

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
（
Ｊ
Ａ

Ａ
）
事
務
局
ま
で
。

モ
に
は
書
か
れ
て
い
た
。

　

事
件
は
７
月
28
日
午
後
６
時

半
頃
、
日
本
領
事
館
近
く
の
パ

ー
ク
街
51
丁
目
と
52
丁
目
間
に

あ
る
ビ
ル
に
、
ア
サ
ル
ト
ラ
イ

フ
ル
（
衝
撃
銃
）
を
持
っ
た
男

が
侵
入
。
ビ
ル
の
ロ
ビ
ー
に
い

た
警
官
と
居
合
わ
せ
た
３
人
に

発
砲
し
、
男
は
さ
ら
に
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
で
33
階
の
オ
フ
ィ
ス
ま

で
上
が
っ
て
最
後
の
犠
牲
者
を

殺
害
、
そ
の
後
自
分
の
胸
を
打

っ
て
自
殺
し
た
。
事
件
で
警
官

1
人
と
居
合
わ
せ
た
３
人
が
死

亡
、
１
人
が
重
傷
を
負
っ
た
。

銃
乱
射
事
件
の
犯
人
の
残
し
た
メ
モ

犬
の
フ
ン
苦
情
急
増

電
話
相
談
窓
口
３
１
１

　

日
本
の
ブ
ラ
ン
ド
と
米
国
の

バ
イ
ヤ
ー
を
繋
ぐ
展
示
会
「
Ｄ

Ｅ
Ｃ
Ｏ　

Ｂ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
（
デ
コ
ボ

コ
）」
が
、
３
日
か
ら
５
日
ま

で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ジ
ェ
イ
コ

ブ
・
ジ
ャ
ビ
ッ
ツ
・
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
米
国
最
大
規
模
の
ギ
フ

ト
・
雑
貨
展
示
会
「
Ｎ
Ｙ　

Ｎ

Ｏ
Ｗ
サ
マ
ー
２
０
２
５
」
に
展

示
ブ
ー
ス
を
出
展
し
た
。

　

同
展
示
ブ
ー
ス
は
、

２
０
１
７
年
に
立
ち
上
げ
た
ノ

ー
ス
・
レ
ー
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
（
本
社
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
、徳
重
真
梨
子
代
表
）
が
「
ア

メ
リ
カ
で
ま
だ
無
名
の
ブ
ラ
ン

ド
で
も
、
ア
メ
リ
カ
流
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
駆
使
し
進
出
を

実
現
す
る
」
こ
と
を
目
的
に

　

６
月
の
民
主
党
予
備
選
前
に

発
表
さ
れ
た
エ
マ
ー
ソ
ン
大
学

の
世
論
調
査
で
は
、
経
済
と
住

宅
価
格
の
高
騰
が
有
権
者
に
と

っ
て
最
大
の
関
心
事
で
あ
る
こ

と
が
示
さ
れ
た
。
マ
ム
ダ
ニ
氏

は
こ
れ
を
う
ま
く
す
く
い
上
げ

予
備
選
に
圧
勝
し
た
。
本
選
で

も
住
宅
価
格
の
高
騰
を
選
挙
戦

の
中
心
課
題
に
据
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、「
社
会
主
義
者
」

が
市
政
を
担
う
こ
と
に
関
し
金

融
業
界
や
大
企
業
な
ど
か
ら
は

マ
ム
ダ
ニ
市
長
誕
生
阻
止
の
動

き
が
活
発
化
し
て
い
る
。
ク
オ

モ
氏
と
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
を
支

持
し
て
い
た
富
豪
の
ビ
ル
・
ア

ッ
ク
マ
ン
氏
は
現
職
の
エ
リ
ッ

ク
・
ア
ダ
ム
ス
氏
を
本
選
挙
で

支
持
す
る
と
表
明
。
金
融
大
手

Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ
ン
・
チ
ェ
ー
ス
の

ジ
ェ
イ
ミ
ー
・
ダ
イ
モ
ン
最
高

経
営
責
任
者（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）は「
社

会
主
義
者
と
い
う
よ
り
、
マ
ル

ク
ス
主
義
者
だ
。
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
的
な
混
乱
で
あ
り
、
現
実
世

界
で
は
何
の
意
味
も
な
い
」
と

し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
富
裕

層
の
一
部
や
金
融
関
係
者
ら
は

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
ズ
・
フ
ォ

ー
・
ア
・
ベ
タ
ー
・
フ
ュ
ー
チ

ャ
ー
25
」
と
呼
ば
れ
る
独
立
グ

ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
マ
ム
ダ

ニ
氏
に
反
対
す
る
運
動
を
開
始

し
た
。約
２
０
０
０
万
ド
ル（
約

29
億
円
）
の
資
金
調
達
を
計
画

し
て
い
る
と
い
う
。

　

社
会
主
義
者
に
懸
念

　

ユ
ダ
ヤ
系
有
権
者
の
動
向
で

は
、
Ｇ
Ｑ
Ｒ
と
ユ
ダ
ヤ
人
擁
護

団
体
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ソ
リ
ダ

リ
テ
ィ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ｎ

Ｙ
Ｓ
Ｎ
）
が
７
月
に
実
施
し
た

ユ
ダ
ヤ
人
有
権
者
に
対
す
る
世

論
調
査
で
も
マ
ム
ダ
ニ
氏
支
持

が
37
％
で
ト
ッ
プ
（
他
は
ア
ダ

ム
ス
氏
25
％
、ク
オ
モ
氏
21
％
、

ス
リ
ワ
氏
14
％
）
だ
っ
た
。
し

か
し
、
マ
ム
ダ
ニ
氏
が
市
長
に

選
出
さ
れ
た
場
合
、
58
％
が
Ｎ

Ｙ
市
は
ユ
ダ
ヤ
人
に
と
っ
て
よ

り
安
全
で
は
な
く
な
る
と
懸
念

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

マ
ム
ダ
ニ
氏
は
ガ
ザ
侵
攻
の
さ

な
か
に
イ
ス
ラ
エ
ル
を
批
判
し

た
。
調
査
で
は
半
数
以
上
と
な

る
51
％
が
マ
ム
ダ
ニ
氏
は
反
ユ

ダ
ヤ
主
義
者
だ
と
考
え
て
い
る

と
回
答
し
た
。
市
の
登
録
有
権

者
の
う
ち
ユ
ダ
ヤ
人
は
最
大
で

全
有
権
者
の
約
20
％
〜
25
％
と

見
積
も
ら
れ
て
お
り
、
有
力
者

も
多
い
。
パ
レ
ス
チ
ナ
情
勢
へ

の
対
応
に
よ
っ
て
投
票
が
動
く

可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
治
安
問
題
も
浮

上
し
て
い
る
。
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト

リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
７
月
30

日
付
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ミ
ッ

ド
タ
ウ
ン
で
７
月
28
日
に
４
人

が
殺
害
さ
れ
る
銃
乱
射
事
件
が

起
き
た
こ
と
で
、「
市
長
選
で

は
公
共
の
安
全
が
最
重
要
課
題

と
な
り
、
有
力
候
補
の
マ
ム
ダ

ニ
氏
に
と
っ
て
潜
在
的
な
弱
点

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
」
と
報

と
が
分
か
っ
た
。
犬
の
糞
に
関

す
る
苦
情
件
数
は
今
年
１
月
か

ら
６
月
で
１
６
２
２
件
、
昨
年

の
同
期
間
と
比
べ
て
約
２
０
０

件
増
し
た
。
同
市
が
約
半
世
紀

前
に
制
定
し
た
、
飼
い
主
に
犬

の
糞
の
片
付
け
を
義
務
付
け

る
「
プ
ー
パ
ー
・
ス
ク
ー
パ
ー

法
」
は
違
反
者
に
２
５
０
ド
ル

の
罰
金
が
課
し
て
い
る
が
、
発

行
さ
れ
た
違
反
切
符
は
過
去
２

年
間
で
わ
ず
か
８
件
と
な
っ
て

い
る
。
同
市
内
で
最
も
苦
情
が

多
か
っ
た
地
区
は
、
ジ
ッ
プ
コ

ー
ド
別
で
ワ
シ
ン
ト
ン
ハ
イ
ツ

の
１
０
０
３
２
で
７
４
０
％
増

の
１
６
０
件
、
う
ち
１
３
０
件

は
リ
バ
ー
サ
イ
ド
・
ド
ラ
イ
ブ

の
わ
ず
か
２
ブ
ロ
ッ
ク
内
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
だ
っ
た
。
２
番

目
に
多
か
っ
た
の
は
フ
ラ
ッ
ト

ブ
ッ
シ
ュ
の
１
１
２
２
６
の

51
件
、
次
い
で
フ
ァ
ー
ロ
ッ

カ
ウ
エ
ー
の
１
１
６
９
２
の

37
件
。
詳
細
は
衛
生
局
ウ
ェ

ブ
サ
イ
トhttps://www.nyc.

gov/site/dsny/what-we-
do/cleaning/animal-waste.
page#pooper-scooper-law

２
０
２
１
年
か
ら
実
施
し
て
い

る
。
今
年
５
回
目
で
、
今
回
は

31
ブ
ラ
ン
ド
が
展
示
さ
れ
た
。

電
子
レ
ン
ジ
対
応
土
鍋
も

　

神
奈
川
県
は
、
古
く
か
ら
モ

ノ
づ
く
り
で
栄
え
、
伝
統
工
芸

品
に
加
え
現
代
的
な
ア
イ
テ
ム

を
数
多
く
製
造
。
毎
日
異
な

る
漢
字
に
出
会
え
る
カ
レ
ン

ダ
ー
「Koyomi

」、
寄
木
細
工

「TEGAMI

」
な
ど
で
和
の
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
。
横
浜
の
ブ
ー

ス
は
、
電
子
レ
ン
ジ
対
応
の
土

鍋
な
ど
個
性
的
な
ア
イ
テ
ム
を

展
開
。

　

鳥
取
県
で
連
綿
と
受
け
継

が
れ
て
き
た
匠
の
技
が
光
る

逸
品
で
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に

よ
る
グ
ル
ー
プ
展
示
は
３
つ
。

「COCORO STORE

」
は
鳥
取

県
に
特
化
し
、
伝
統
的
な
玩
具

の
復
活
・
再
生
に
取
り
組
む

「YANAGIYA REPRODUCT

」

や
、
独
創
的
な
椅
子
で
定
評
の

あ
る
「Junsei FUJIMOTO

」

を
紹
介
。

　

ま
た
石
川
県
の
食
器
ブ
ラ
ン

ド
「
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｓ
」、
手
仕
事
で

芸
術
的
な
ガ
ラ
ス
製
品
を
つ

く
る
「Hirota Glass

」
の
ほ

じ
た
。
マ
ム
ダ
ニ
氏
は
警
察
予

算
の
削
減
を
訴
え
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
警
を
人
種
差
別
主
義
者

だ
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
公

共
の
安
全
が
市
長
選
の
焦
点
の

一
つ
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、

マ
ム
ダ
ニ
氏
が
対
応
に
失
敗
す

れ
ば
失
速
も
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
１
面
に
記
事
）

か
、「
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
」、「Craft 

Design Technology

」、

「Happa Stand

」
と
い
っ
た

厳
選
ブ
ラ
ン
ド
が
並
ん
だ
。

　

１
８
７
３
年
創
業
・
日
本

を
代
表
す
る
靴
メ
ー
カ
ー

の
「moonstar

」
は
、
単
独

ブ
ラ
ン
ド
で
箸
の
「STYLE 

OF JAPAN

」、「moonstar

」、

１
０
０
％
天
然
ヒ
ノ
キ
で
作
ら

れ
た
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
手
が
け
、

森
林
浴
の
癒
し
を
体
感
で
き
る

「shin rin yoku

」
を
出
品
。

　

Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｏ　

Ｂ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
の
大

き
な
特
徴
に
つ
い
て
徳
重
さ
ん

は
「
こ
こ
に
来
れ
ば
デ
ザ
イ
ン

性
の
高
い
新
し
い
日
本
ブ
ラ
ン

ド
が
見
つ
か
る
と
い
う
バ
イ
ヤ

ー
か
ら
の
信
頼
と
豊
富
な
実

績
」
と
言
う
。「
今
回
は
初
め

て
出
店
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
と
バ
イ
ヤ
ー
ズ
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て

好
評
だ
っ
た
」
と
そ
う
だ
。
会

場
か
ら
は
ト
ラ
ン
プ
関
税
が
ど

う
影
響
す
る
の
か
に
つ
い
て
質

問
が
出
て
、
バ
イ
ヤ
ー
側
か
ら

は
商
品
価
格
に
上
乗
せ
す
る
の

で
は
な
く
，
予
め
価
格
に
含
ん

で
定
価
を
つ
け
て
も
ら
っ
た
方

が
購
入
に
抵
抗
が
少
な
い
と
い

う
声
が
あ
っ
た
と
い
う
。

有
権
者
の
多
数
が
支
持
も

ウ
ォ
ー
ル
街
や
富
裕
層
は
反
発

Ｎ
Ｙ
市
長
選
挙
民
主
党
候
補
の
マ
ム
ダ
ニ
氏

日本ブランドを
米国市場に
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Ｈ
ー
１
Ｂ
や
Ｌ
ー
１
ビ
ザ
で

の
就
労
中
に
職
を
失
う
こ
と

は
、
法
的
地
位
、
キ
ャ
リ
ア
計

画
、
経
済
的
安
定
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
、

非
常
に
不
安
な
状
況
で
す
。
も

し
あ
な
た
が
こ
れ
ら
の
就
労
ビ

ザ
を
保
持
し
て
い
る
場
合
、
自

身
を
守
る
た
め
知
っ
て
お
く
べ

き
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
就
労
が
終
了
す
る
と

原
則
と
し
て
60
日
間
の
猶
予
期

間
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
期

間
は
最
終
勤
務
日
の
翌
日
か
ら

始
ま
り
、
給
与
支
払
い
や
退
職

金
支
給
の
最
終
日
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
期
間
中
に
新
た
な

雇
用
先
を
見
つ
け
、
ビ
ザ
の
転

送
申
請
を
行
う
か
、
別
の
合
法

的
な
在
留
資
格
に
変
更
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

　

次
に
、
猶
予
期
間
の
45
日
目

ま
で
に
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が

推
奨
さ
れ
ま
す
。
新
し
い
雇
用

主
へ
の
転
職
に
は
、
労
働
省
に

よ
る
労
働
条
件
申
請（
Ｌ
Ｃ
Ａ
）

の
認
可
が
必
要
で
、
手
続
き
の

開
始
が
遅
れ
る
と
不
法
滞
在
の

リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
そ
の

た
め
猶
予
期
間
の
45
日
目
の
時

点
で
新
し
い
職
を
得
ら
れ
て
い

な
い
場
合
は
、
Ｂ
ー
２
ビ
ザ
な

ど
別
の
一
時
的
な
滞
在
資
格
へ

の
変
更
申
請
も
検
討
す
べ
き
で

す
。

　

他
の
ビ
ザ
の
選
択
肢
と
し

て
、
Ｅ
Ｂ
ー
５
投
資
家
ビ
ザ
を

通
じ
て
雇
用
主
の
支
援
を
必
要

と
せ
ず
に
永
住
権
を
得
る
道
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
Ｆ
ー
１
学
生

ビ
ザ
で
の
留
学
も
選
択
肢
の
一

つ
で
す
。
配
偶
者
が
Ｈ
ー
１
Ｂ

ま
た
は
Ｌ
ー
１
ビ
ザ
を
保
持
し

て
い
る
場
合
に
は
、
Ｈ
ー
４
ま

た
は
Ｌ
ー
２
の
扶
養
家
族
ビ
ザ

へ
切
り
替
え
る
こ
と
で
、
米
国

に
滞
在
し
続
け
る
猶
予
を
得
ら

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
な

お
、
そ
の
後
職
を
得
た
場
合
に

は
、
新
た
な
ビ
ザ
申
請
や
領
事

手
続
き
が
必
要
と
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
移
民
弁
護
士
に

相
談
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　

Ｌ
ー
１
ビ
ザ
保
持
者
は
特
定

の
雇
用
主
お
よ
び
職
務
に
限
定

さ
れ
て
お
り
、
通
常
は
別
の
企

業
へ
の
転
職
は
で
き
ま
せ
ん
。

社
内
で
の
異
動
が
不
可
能
な
場

合
、
他
の
非
移
民
ス
テ
ー
タ
ス

へ
の
変
更
、
ま
た
は
猶
予
期
間

終
了
前
の
出
国
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
申
請

中
に
職
を
失
っ
た
場
合
、
そ
の

申
請
は
原
則
継
続
で
き
ず
、
新

た
な
雇
用
主
に
よ
る
申
請
の
や

り
直
し
が
必
要
で
す
。
Ｈ
ー
１

Ｂ
の
５
年
目
に
近
づ
い
て
お

り
、
解
雇
の
可
能
性
が
あ
る
場

合
は
、
早
急
に
弁
護
士
と
相
談

し
、
代
替
プ
ラ
ン
を
構
築
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
60
日
の
猶

予
期
間
は
す
ぐ
に
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
す
。
早
め
に
行
動
し
情
報

に
基
づ
い
た
判
断
を
下
す
こ
と

で
、
自
身
を
守
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

（
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ナ
ッ
ク
マ

ン
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
・
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
弁
護
士
）

ナ
ッ
ク
マ
ン
弁
護
士
の
移
民
法
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

解
雇
さ
れ
て
も
慌
て
な
い
：
米
国
就

労
ビ
ザ
保
持
者
の
た
め
の
生
存
戦
略

　

Ｎ
Ｙ
市
保
健
当
局
は
7
月
30

日
、
セ
ン
ト
ラ
ル
ハ
ー
レ
ム
地

区
で
発
生
し
た
集
団
感
染
に
関

し
、
22
人
が
レ
ジ
オ
ネ
ラ
症
と

診
断
さ
れ
、
1
人
が
死
亡
し
た

と
発
表
し
た
。
こ
れ
ら
の
症
例

は
7
月
25
日
以
降
、
郵
便
番
号

１
０
０
２
７
、１
０
０
３
０
、

１
０
０
３
５
、１
０
０
３
７
、

１
０
０
３
９
の
地
域
で
確
認
さ

れ
た
。
レ
ジ
オ
ネ
ラ
症
は
、
温

水
で
繁
殖
す
る
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌

に
よ
る
重
症
の
肺
炎
。感
染
は
、

冷
却
塔
や
大
規
模
な
給
水
シ
ス

テ
ム
か
ら
発
生
す
る
汚
染
さ
れ

た
蒸
気
を
吸
入
す
る
こ
と
で
起

こ
り
、
ジ
ャ
グ
ジ
ー
や
ホ
ッ
ト

タ
ブ
、
加
湿
器
、
温
水
タ
ン
ク

か
ら
も
感
染
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
人
か
ら
人
へ
感
染
す
る
病

気
で
は
な
く
、
抗
生
物
質
で
治

療
可
能
。
ま
た
、
治
療
を
早
期

に
開
始
す
れ
ば
、
合
併
症
の
リ

ス
ク
も
低
く
な
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
る
。

　

市
保
健
局
は
、
調
査
対
象
区

域
内
の
す
べ
て
の
稼
働
中
の
冷

却
塔
を
検
査
し
、
初
期
検
査
で

陽
性
反
応
が
出
た
場
所
に
対
し

て
即
時
の
是
正
措
置
を
命
じ

た
。
副
首
席
医
療
官
の
ト
ニ
・

エ
ッ
サ
レ
ン
ヌ
博
士
は
「
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
な
症
状
が

あ
る
人
は
、
で
き
る
だ
け
早
く

医
療
提
供
者
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
50

歳
以
上
の
成
人
、
喫
煙
者
、
慢

性
肺
疾
患
を
有
す
る
人
な
ど
、

リ
ス
ク
の
高
い
人
は
「
症
状
に

特
に
注
意
し
、
症
状
が
現
れ
た

ら
す
ぐ
に
医
療
を
受
け
る
べ
き

だ
」
と
付
け
加
え
た
。

ハ
ー
レ
ム
で
レ
ジ
オ
ネ
ラ
症
で

死
者
、
集
団
感
染
か

ワールド酒デー
ブルックリンで10月3日

　

日
本
酒
を
た
っ
ぷ
り
試
飲
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
、
ワ
ー
ル
ド
酒

デ
ー
Ｎ
Ｙ
Ｃ
が
10
月
３
日（
金
）

午
後
５
時
か
ら
９
時
ま
で
、
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
の
「
ザ
・
Ｗ
・
ロ

フ
ト
屋
上
で
開
催
さ
れ
る
。
日

本
の
35
銘
柄
の
日
本
酒
が
参
加

し
、
入
場
料
65
ド
ル
で
、
日
本

酒
15
種
類
の
試
飲
が
で
き
る
ほ

か
、
当
日
は
１
皿
10
ド
ル
か
ら

20
ド
ル
の
日
本
食
屋
台
が
出
店

す
る
。

　

入
場
者
に
は
記
念
の
ぐ
い
呑

み
カ
ッ
プ
を
贈
呈
す
る
。
酒
を

今年で開催５年目

　

夏
恒
例
の
Ｊ
Ａ
Ａ
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
が
２
日
、
Ｎ
Ｙ
日
系

人
会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
）
で
開
催
さ
れ
、

午
前
10
時
の
開
場
と
同
時
に
大

勢
の
買
い
物
客
で
賑
わ
っ
た
。

当
日
は
衣
料
、
食
器
、
雑
貨
、

ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
バ
ッ
グ
、
書

籍
の
コ
ー
ナ
ー
に
別
れ
て
良
い

品
物
が
手
に
入
る
と
あ
っ
て
、

来
場
者
た
ち
が
見
て
い
る
だ
け

で
も
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
伺

え
た
。
特
に
和
食
器
な
ど
は
、

日
本
か
ら
持
っ
て
き
て
、
帰
国

に
際
し
て
Ｊ
Ａ
Ａ
に
寄
付
し
て

置
い
て
い
っ
た
物
な
ど
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
は
な
か
な
か
入
手
で

き
な
い
よ
う
な
品
々
が
並
べ
ら

れ
た
。
買
い
物
に
ハ
ッ
ス
ル
し

て
疲
れ
た
ら
奥
の
キ
ッ
チ
ン
横

の
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
で
く
つ
ろ
ぐ

人
た
ち
も
。
会
場
は
終
日
来
場

者
で
賑
わ
っ
た
。

楽
し
い
Ｊ
Ａ
Ａ
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

使
っ
た
カ
ク
テ
ル
も
Ｎ
Ｙ
の
ト

ッ
プ
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
た
ち
が
腕

を
振
る
う
。
会
場
で
は
、
陶
器

や
ア
ー
ト
ク
ラ
フ
ト
、
キ
ャ
ン

ド
ル
な
ど
展
示
販
売
も
。
参
加

蔵
元
は
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｏ
酒
ワ

ー
ク
ス
、
酒
マ
ン
、
獺

祭
ブ
ル
ー
、
久
保
田
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
蔵
、
ハ

ツ
マ
ゴ
／
ウ
カ
、
Ｎ
Ｙ

共
同
貿
易
、
グ
ロ
ー
バ

ル
・
サ
ケ
・
フ
ォ
ー
ス

ほ
か
。

　

同
酒
イ
ベ
ン
ト

は
、
２
０
２
０
年
か

ら
２
０
２
３
年
ま
で

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ブ
ッ

シ
ュ
ウ
ィ
ッ
ク
に
あ
っ

た
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ａ　

Ｂ
Ａ
Ｒ

が
、
地
元
の
酒
蔵
、
Ｋ

Ａ
Ｔ
Ｏ
酒
ワ
ー
ク
ス
と

共
同
で
開
催
し
、
毎
回

３
０
０
人
以
上
の
参
加

者
で
賑
わ
う
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
に
お
け
る
一
大
酒

イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い

る
。
店
舗
閉
店
後
の

２
０
２
３
年
以
降
は
、

会
場
を
借
り
て
行
っ
て

お
り
、
今
回
か
ら
は
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ａ

主
催
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
企
画
と
し

て
実
施
す
る
。
チ
ケ
ッ
ト
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
。www.

worldsakedaynyc.com

http://myriverside.net/home
http://kkobo.com/
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
mailto:info@jaany.org
http://www.worldsakedaynyc.com
http://www.worldsakedaynyc.com
http://www.worldsakedaynyc.com
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Carbon Guilt　炭素排出への罪の意識　　
　　　　　 最近多くのアメリカ人が、生活の中で環境汚染そして地球温暖化の元となるCO2

（Carbon Dioxide 二酸化炭素）を排出することに罪悪感を持つようになっているそうで
す。実際、アメリカ人は年間に一人当たり15トンものCO2を排出しており、これは
日本や主要な欧州諸国の約2倍にも相当します。このような環境に対する罪の意識は

Carbon Guilt と呼ばれ、アメリカ人との会話によく出てきます。　
　筆者の周りでも、自分のCarbon Footprint （CO2の排出量）に気を遣う人がたくさんいます。まず車の使
用を少なくしようと交通機関を利用し、車に乗る場合でもできるだけCarpooling（相乗り）をします。い
つも買い物袋を 持参し、お店で袋をもらいません。自宅では、ゴミのリサイクルを徹底しています。　報
道によるとCarbon  Guilt を理由として、飛行機に乗らない、すぐに捨てそうな服は買わない、牛肉の消費
はしない（牛のゲップに含まれるメタンガスが温暖化の大きな原因）などという方針の人もいるようです。　
　関連して、Eco(Climate) -Anxiety という言葉もよく聞きます。　これは、温暖化による地球環境の悪化に
対し若い世代の多くが感じている不安です。　多くの企業が若者の不安を受けとめ、環境保護を社会的責
任と認識し、太陽光、風力、地熱エネルギーへの転換の努力をしています。アメリカ政府の環境問題への
取り組みが揺れる中、市民・企業の間にCarbon  Guilt 意識が厳然とあるのは、地球にとってせめてもの救
いです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

 【299】

本
紙
に
連
載
中
の
コ
ラ
ム
「
米
語W

atch

」
の
単
行
本
第
２
弾
『
ア

メ
リ
カ
を
読
み
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
１
３
１
』（
旦
英
夫
著
）
が
好

評
発
売
中
。「
文
化
・
生
活
」「
社
会
」「
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
技
術
」「
政

治
・
法
律
」
の
4
分
野
か
ら
旬
の
言
葉
を
紹
介
。
米
国
紀
伊
國
屋

書
店
Ｎ
Ｙ
本
店
で
発
売
中
。
本
体
価
格
19
ド
ル
99
セ
ン
ト
。 

　

Ｎ
Ｙ
タ
ク
シ
ー
運
転
手
連
合

組
合
（
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｄ
）
は
７

月
22
日
、
料
金
支
払
い
拒
否
や

自
損
事
故
を
偽
装
し
た
保
険
金

詐
欺
の
対
策
と
し
て
、
新
た
な

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
「
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
・
ブ
ラ
イ
ト
・
ア
イ
ズ
」

を
始
動
し
た
。
タ
ク
シ
ー
を
狙

っ
た
組
織
的
な
保
険
金
詐
欺
行

為
の
被
害
額
は
10
億
ド
ル
に
の

ぼ
る
。
同
組
合
は
車
載
カ
メ
ラ

の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
ラ
イ
ド
社
、

商
業
用
自
動
車
保
険
の
ア
メ
リ

カ
ン
・
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
・
イ
ン

シ
ュ
ラ
ン
ス
社
、
ク
イ
ー
ン
ズ

を
拠
点
と
す
る
保
険
ブ
ロ
ー
カ

ー
の
Ｎ
Ｙ
Ａ
Ｂ
ブ
ロ
ー
カ
レ
ッ

ジ
と
提
携
し
て
資
金
を
調
達

し
、
車
両
５
０
０
台
の
前
方
、

後
方
、
車
内
に
監
視
カ
メ
ラ
を

設
置
す
る
。
監
視
カ
メ
ラ
１
台

の
市
場
価
格
は
約
２
５
０
ド
ル

だ
が
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
登
録

す
る
運
転
手
は
少
な
く
と
も
最

初
の
１
年
間
は
無
料
で
設
置
で

き
、
将
来
的
に
10
万
台
の
車
載

を
目
指
し
て
い
る
。

　

運
転
手
が
偽
っ
た
事
故
や
傷

害
の
被
害
で
訴
え
ら
れ
た
場
合

に
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
に

収
録
さ
れ
た
動
画
が
証
拠
と
し

て
提
示
で
き
る
。
同
組
合
に
よ

る
と
、
タ
ク
シ
ー
事
故
の
70
％

は
詐
欺
行
為
だ
と
い
う
。
同
組

合
広
報
担
当
の
フ
ェ
ル
ナ
ン

ド
・
マ
テ
オ
氏
は
「
長
年
に
わ

た
り
強
力
な
犯
罪
組
織
に
加
担

す
る
弁
護
士
、
医
院
、
詐
欺
師

た
ち
が
、
タ
ク
シ
ー
運
転
手
や

保
険
会
社
に
不
当
な
請
求
を
す

る
こ
と
で
帝
国
を
築
い
て
き

た
。
自
衛
の
た
め
に
拳
銃
や
刃

物
を
所
持
で
き
な
い
た
め
、
監

視
カ
メ
ラ
を
武
器
に
真
実
を
究

明
す
る
」
と
話
し
て
い
る
。

タ
ク
シ
ー
５
０
０
台
に
監
視
カ
メ
ラ

偽
装
事
故
の
保
険
金
詐
欺
を
防
止

NYタクシー運転手連合

車両500台に設置

　

都
市
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
は
、

車
内
や
駅
構
内
の
ア
ル
コ
ー
ル

飲
料
の
広
告
禁
止
を
解
除
し

た
。
同
局
は
公
衆
衛
生
上
に
問

題
が
あ
る
と
し
て
、
２
０
１
８

年
に
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
広
告

掲
示
を
禁
止
。
Ｍ
Ｔ
Ａ
理
事
会

は
６
月
に
同
方
針
転
換
を
可
決

し
、
以
降
す
で
に
１
８
０
件
の

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
広
告
申
請

を
承
認
し
て
い
る
。
６
月
18
日

に
従
業
員
に
配
布
し
た
方
針
転

換
の
概
要
に
よ
る
と
、
広
告
の

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
は
掲
示
板
や

電
子
掲
示
板
の
ほ
か
、
タ
イ
ム

ズ
ス
ク
エ
ア
駅
〜
グ
ラ
ン
ド
セ

ン
ト
ラ
ル
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
を

走
行
す
る
シ
ャ
ト
ル
車
両
の
ラ

ッ
ピ
ン
グ
広
告
も
含
ま
れ
て
い

る
。
同
局
は
７
０
０
万
ド
ル
増

の
年
間
計
１
０
０
０
万
ド
ル
の

広
告
収
入
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

公
衆
衛
生
の
向
上
を
促
進
す

る
Ｎ
Ｙ
健
康
財
団
や
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
イ
ス
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ヘ

ル
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の

擁
護
団
体
は
、
未
成
年
の
飲
酒

対
策
の
進
歩
を
妨
げ
る
と
し
、

理
事
会
当
日
に
Ｍ
Ｔ
Ａ
本
部
で

抗
議
運
動
を
行
っ
た
。
同
局
の

ヤ
ン
ノ
・
リ
ー
バ
ー
経
営
責
任

者
は
会
見
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
飲

料
の
広
告
に
関
し
、
午
前
６
〜

８
時
と
午
後
２
〜
５
時
の
通
学

時
間
の
電
子
公
告
を
禁
じ
、
学

校
や
公
園
、
礼
拝
所
の
半
径

５
０
０
フ
ィ
ー
ト
圏
内
で
は
読

め
な
い
よ
う
に
制
限
す
る
と
し

「
ア
ル
コ
ー
ル
広
告
を
禁
じ
た

当
初
の
目
的
は
維
持
す
る
」
と

伝
え
て
い
る
。

お
酒
の
広
告
解
禁

地
下
鉄
車
両
や
駅
構
内
で

　

都
市
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
は

７
月
30
日
、
地
下
鉄
と
バ
ス
、

鉄
道
、
有
料
道
路
の
料
金
の
値

上
げ
を
２
０
２
６
年
１
月
４
日

に
施
行
す
る
こ
と
を
発
表
し

た
。
同
局
の
２
０
２
５
年
度
の

運
営
予
算
は
昨
年
12
月
に
承
認

さ
れ
、
当
初
値
上
げ
は
今
年
３

月
に
予
定
し
て
い
た
が
、
タ
ッ

チ
決
算
シ
ス
テ
ム
の
設
置
完
了

を
優
先
し
10
か
月
の
遅
れ
と
な

る
。
地
下
鉄
と
バ
ス
の
１
回
の

運
賃
は
10
セ
ン
ト
増
の
３
ド
ル

（
割
引
対
象
は
５
セ
ン
ト
増
の

１
ド
ル
50
セ
ン
ト
）、
タ
ッ
チ

決
済
シ
ス
テ
ム
Ｏ
Ｍ
Ｎ
Ｙ
の
７

日
間
の
上
限
額
は
２
ド
ル
増
の

36
ド
ル
（
同
18
ド
ル
）、
エ
ク

ス
プ
レ
ス
・
バ
ス
の
１
回
乗
車

賃
は
25
セ
ン
ト
増
の
７
ド
ル
25

セ
ン
ト
（
同
10
セ
ン
ト
増
の
３

ド
ル
60
セ
ン
ト
）
と
な
る
。
Ｏ

Ｍ
Ｎ
Ｙ
の
購
入
価
格
は
１
枚
当

た
り
１
ド
ル
増
の
２
ド
ル
と
な

る
。
同
局
は
来
年
１
月
に
メ
ト

ロ
カ
ー
ド
の
販
売
を
終
了
し
、

そ
の
後
来
年
中
に
30
日
間
乗
り

放
題
パ
ス
も
含
め
同
カ
ー
ド
の

利
用
も
終
了
す
る
。

　

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
鉄
道

（
Ｌ
Ｉ
Ｒ
Ｒ
）
と
メ
ト
ロ
ノ
ー

ス
鉄
道
の
料
金
は
４
・
４
％
増
、

往
復
チ
ケ
ッ
ト
は
１
日
乗
車

券
（
最
初
の
乗
車
か
ら
４
時
間

以
内
）
に
代
わ
る
。
車
両
通
行

料
金
は
同
局
管
轄
内
の
す
べ
て

の
道
路
で
７
・
５
％
増
と
な
る
。

同
局
は
値
上
げ
は
イ
ン
フ
レ
の

対
応
、
健
康
保
険
や
年
金
義
務

と
歩
調
を
合
わ
せ
る
た
め
に
必

要
だ
と
伝
え
て
い
る
。
そ
の
ほ

か
同
値
上
げ
に
関
す
る
詳
細

はhttps:// www.mta.info/
fares-tolls/2025-changes

を
参
照
す
る
。

Ｍ
Ｔ
Ａ
料
金
値
上
げ

来
年
１
月
か
ら
バ
ス
や
地
下
鉄

　

新
潟
県
の
燕
三
条
に
よ
る
ポ

ッ
プ
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
が
８

日
（
金
）
か
ら
10
（
日
）
ま

で
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ダ
ン
ボ

地
区
のUsagi NY

（
プ
リ
マ

ス
通
り
１
６
３
番
地
、163 

Plymouth St, Brooklyn, NY 
11201

）
で
開
催
さ
れ
る
。
燕

三
条
は
約
４
０
０
年
の
歴
史
を

持
つ
日
本
有
数
の
も
の
づ
く
り

の
産
地
で
あ
り
、
本
イ
ベ
ン
ト

で
は
そ
の
伝
統
と
技
術
が
息
づ

　

国
際
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
高
層
ビ
ル
・

都
市
居
住
協
議
会
（
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｕ

Ｈ
）
は
、
高
さ
１
５
０
メ
ー
ト

ル
（
４
９
２
フ
ィ
ー
ト
）
以
上

の
高
層
ビ
ル
数
を
示
し
た
世
界

主
要
都
市
の
最
新
リ
ス
ト
を
公

表
し
、Ｎ
Ｙ
市
は
３
位
だ
っ
た
。

　

最
も
高
層
ビ
ル
が
多
か
っ
た

の
は
５
５
０
棟
以
上
の
香
港
、

２
位
は
３
８
０
棟
以
上
の
深
圳

市
、
３
位
の
Ｎ
Ｙ
市
は
３
２
０

棟
以
上
だ
っ
た
。
以
下
上
位
10

位
は
、
４
位
ド
バ
イ
、
５
位
広

東
、
６
位
上
海
、
７
位
東
京
、

８
位
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
、
９

位
シ
カ
ゴ
、
10
位
武
漢
。

　

ラ
ン
キ
ン
グ
の
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トttps://www.

ctbuh.org

を
参
照
す
る
。

く
キ
ッ
チ
ン
用
品
や
日
用
品
、

絵
本
の
展
示
販
売
に
加
え
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
す
る
。

開
催
日
時
は
８
日
（
金
）
と
９

日
（
土
）
は
午
後
５
時
ま
で
、

10
日
（
日
）
は
午
後
４
時
ま
で
。

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トwww.

usaginy.com

燕
三
条
が
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
10
日
ま
で

世
界
で
最
も
高
層
ビ
ル
多
い
都
市

Ｎ
Ｙ
は
３
位
、
東
京
は
７
位

mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://hls-global.com
https://saitolawgroup.com/
http://www.usaginy.com
http://www.usaginy.com
http://www.usaginy.com
https://www.ctbuh.org
https:// www.mta.info/fares-tolls/2025-changes
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山
田
流
箏
曲
家
の
木
村
伶
香

能
に
よ
る
日
本
音
楽
コ
ン
サ
ー

ト
シ
リ
ー
ズ
第
32
回
「
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
四
季 - 

日
本
音
楽
の

彩
り -

」
が
24
日
（
日
）
午
後

５
時
か
ら
、 

雪
月
華
（
東
７
丁

目
74 

番
地
）
に
て
開
催
さ
れ

る
。（
共
催
：
木
村
伶
香
能
、

雪
月
華
、 

後
援
：
邦
楽
ジ
ャ
ー

ナ
ル
）
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
シ
リ

ー
ズ
は
箏
・
三
味
線
の
音
色
を

四
季
折
々
に
体
感
す
る
場
と
し

て
、
２
０
１
５
年
秋
よ
り
ス
タ

ー
ト
。
こ
れ
ま
で
に
箏
曲
の
古

典
作
品
か
ら
現
代
作
品
ま
で
、

60
曲
以
上
の
作
品
を
紹
介
し
て

い
る
。

　

今
回
の
夏
公
演
は
、
箏
曲
の

原
点
で
あ
る
段
物
よ
り
「
八
段

調
」、
高
い
芸
術
性
と
超
絶
技

巧
で
知
ら
れ
た
中
能
島
欣
一

（
人
間
国
宝
）
の
処
女
作
「
陽

炎
の
踊
」
他
を
演
奏
す
る
。
茶

道
家
、
森
宗
碧
に
よ
る
抹
茶
も

楽
し
め
る
。
参
加
費
は
50
ド

ル
（
森
宗
碧
の
抹
茶
付
き
）。

予
約
・
詳
細
は
雪
月
華
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト https://www.

setsugekkany.com

を
参
照
。

日
本
音
楽
の
彩
り 

木
村
伶
香
能

ニューヨークの四季
24 日雪月華で

夏
春秋

冬
FEEL JAPAN NOW

久
保
修
ワ
ー
ル
ド
２
０
２
５

　

昨
年
の
青
森
ね
ぶ
た
祭
に
取
材
で
訪
れ
た
。

　

東
京
の
夏
に
比
べ
る
と
暑
い
と
は
言
え
、
過
ご
し
や
す
い
。　
　

　

山
車
が
来
る
の
を
持
っ
て
い
る
と
、
お
囃
子
と
大
鼓
の
音

が
近
づ
い
て
く
る
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
ハ
ネ
ト
の
「
ラ
ッ
セ

ラ
ー
、
ラ
ッ
セ
ラ
ー
」
の
か
け
声
が
聞
こ
え
て
く
る
と
、
一

層
高
揚
感
に
包
ま
れ
る
。

　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
た
山
車
が
近
づ
い
て
く
る
。
さ
ま
ざ
ま

な
ね
ぶ
た
師
が
作
る
ね
ぶ
た
は
迫
力
が
あ
っ
て
、
日
中
制
作

小
屋
で
見
た
物
と
は
ま
た
違
っ
た
感
じ
を
受
け
る
。

　

多
く
の
ね
ぶ
た
が
目
の
前
を
通
り
過
ぎ
て
ゆ
く
中
で
、
一

つ
の
ね
ぶ
た
の
武
者
の
睨
み
の
効
い
た
表
情
が
目
に
入
っ
た
。

同
時
に
そ
の
全
体
の
立
体
造
形
に
思
わ
ず
こ
れ
を
描
き
た

い
！
と
感
じ
た
。

　

最
終
日
の
花
火
大
会
が
始
ま
る
と
、
１
万
発
の
花
火
が
打

ち
上
げ
ら
れ
、
海
上
を
運
行
す
る
ね
ぶ
た
と
の
融
合
に
酔
い

し
れ
た
。
青
森
の
夏
の
終
わ
り
を
告
げ
た
よ
う
に
感
じ
た
。

８
月
31
日
ま
で
青
森
県
「
東
奥
日
報
新
町New’s

ホ
ー
ル
」

に
て
展
覧
会
開
催
中
。

　
　
　
　
　
　
（
く
ぼ
・
し
ゅ
う
／
切
り
画
家
、
東
京
都
在
住
）

青
森
ね
ぶ
た

　

昨
年
デ
ビ
ュ
ー
25
周
年
を
迎

え
た
ク
リ
ス
タ
ル
ケ
イ
の
夢
で

あ
る
「
日
米
韓
の
架
け
橋
」
に

な
る
た
め
、
自
ら
の
ル
ー
ツ
で

も
あ
る
米
国
の
凄
腕
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
達
（
マ
ラ
イ
ア
・
キ
ャ

リ
ー
や
パ
テ
ィ
・
ラ
ベ
ル
、
ス

ヌ
ー
プ
ド
ッ
グ
な
ど
の
バ
ン
ド

メ
ン
バ
ー
）
と
の
3
ピ
ー
ス
バ

ン
ド
セ
ッ
ト
に
て
全
米
ツ
ア
ー

が
決
定
し
た
。

　

経
緯
は
、
２
０
０
６
年
、
米

国
を
代
表
す
る
大
物
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
で
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ジ
ャ

ク
ソ
ン
や
マ
ラ
イ
ヤ
・
キ
ャ
リ

ー
、
日
本
国
内
で
は
宇
多
田
ヒ

カ
ル
の
楽
曲
で
も
知
ら
れ
る
ジ

ャ
ム
＆
ル
イ
ス
が
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
し
た
ク
リ
ス
タ
ル
ケ
イ
の
楽

曲
「Kirakuni

」
制
作
時
に
エ

ン
ジ
ニ
ア
を
担
当
し
て
い
た
ト

レ
メ
イ
ン
・
シ
ッ
ク
ス
7
・
ウ

ィ
リ
ア
ム
ズ
と
の
出
会
い
に
よ

っ
て
現
在
ま
で
続
い
て
い
く
交

友
関
係
が
実
を
結
び
、
昨
年
の

デ
ビ
ュ
ー
25
周
年
を
機
会
に
ク

リ
ス
タ
ル
ケ
イ
が
自
ら
計
画
し

て
、
ト
レ
イ
が
現
地
ツ
ア
ー
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
マ
ラ
イ

ヤ
・
キ
ャ
リ
ー
の
ツ
ア
ー
メ
ン

バ
ー
を
招
集
、
今
回
特
別
な
3

ピ
ー
ス
の
バ
ン
ド
セ
ッ
ト
で
全

7
都
市
が
実
現
し
た
。
ツ
ア
ー

日
程
は
8
月
17
日
か
ら
8
月
30

日
ま
で
ト
ロ
ン
ト
（
カ
ナ
ダ
）

含
め
た
7
都
市
7
公
演
に
て
全

米
ツ
ア
ー
を
敢
行
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
公
演
は
21
日
（
木
）。
ラ

ケ
ッ
ト
Ｎ
Ｙ
Ｃ
で
。
チ
ケ
ッ
ト

詳
細
は 

h
ttp

s
:/

/
w

w
w

.
wearekonnectd.com

/

「CK25 THE TOUR」
クリスタルケイ

初の全米ツアー決定

https://qbhouseusa.com/
https://giip-global.com/ja/
http://newyork-apartment-realestate.com
https://hinomaru-limo.com/
https://www.setsugekkany.com
https://www.wearekonnectd.com/
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土
曜
夜
の
揺
れ
に
住
民
動
揺

ハ
ス
ブ
ル
ッ
ク
ハ
イ
ツ
震
源
Ｍ
３

　

今
週
末
９
日
（
土
）
と
10

日
（
日
）
の
両
日
、
日
系
ス
ー

パ
ー
「
ミ
ツ
ワ
」（
エ
ッ
ジ
ウ

ォ
ー
タ
ー
、
リ
バ
ー
ロ
ー
ド

５
９
５
番
地
）
で
は
恒
例
の
夏

祭
り
が
開
催
さ
れ
る
。
両
日
と

も
、
店
内
や
屋
外
の
敷
地
に
は

　

バ
ー
ゲ
ン
郡
の
ハ
ス
ブ
ル
ッ

ク
ハ
イ
ツ
を
震
源
と
す
る
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
３
・
０
の
地
震
が

８
月
２
日
土
曜
日
の
夜
10
時
18

分
に
発
生
し
た
。

　

今
回
、
被
害
は
ほ
と
ん
ど
な

い
小
さ
な
地
震
だ
っ
た
が
、
今

年
４
月
に
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

州
を
震
源
に
発
生
し
た
マ
グ
ニ

今
週
土
日
は
「
ミ
ツ
ワ
」
で
夏
祭
り
を
楽
し
も
う

チ
ュ
ー
ド
４
・
８
に
次
ぐ
大
き

さ
で
、
バ
ー
ゲ
ン
郡
や
ハ
ド
ソ

ン
郡
、
パ
サ
イ
ッ
ク
郡
、
モ
リ

ス
郡
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｙ
市
内
や
遠

く
は
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
で
も
揺

れ
を
感
じ
た
人
が
続
出
。
地
震

が
非
常
に
少
な
い
こ
と
で
知
ら

れ
る
米
国
東
海
岸
で
は
、
サ
イ

ズ
は
小
さ
い
な
が
ら
も
土
曜
の

夜
に
起
き
た
有
感
地
震
に
住
民

の
反
応
は
大
き
く
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

も
「
揺
れ
は
な
か
っ
た
が
ド
ー

ン
と
い
う
衝
撃
が
あ
っ
た
」「
ダ

ン
プ
カ
ー
が
家
に
突
っ
込
ん
だ

の
か
と
思
っ
た
」「
ガ
タ
ガ
タ

と
横
揺
れ
が
続
い
た
の
で
驚
い

た
」「
今
年
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
は
地
震
が
多
く
て
心
配
」

　

８
月
28
日
（
木
）
か
ら
31
日

（
日
）
の
４
日
間
、
午
前
10
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で
米
海
軍
航

空
基
地
の
ケ
ー
プ
メ
イ
空
港
に

あ
る
Ｎ
Ａ
Ｓ
ワ
イ
ル
ド
ウ
ッ
ド

航
空
博
物
館
（
ケ
ー
プ
メ
イ
、

フ
ォ
レ
ス
タ
ル
ロ
ー
ド
５
０
０

番
地
）
で
「
エ
ア
フ
ェ
ス
ト
」

が
開
催
さ
れ
る
。

　

当
日
は
第
二
次
世
界
大
戦
時

に
活
躍
し
た
コ
ル
セ
ア
や
ス
ピ

ッ
ト
フ
ァ
イ
ア
、
メ
ッ
サ
ー
シ

ュ
ミ
ッ
ト
、
ま
た
Ｃ
53
「
ビ
ー

チ
シ
テ
ィ
ベ
イ
ビ
ー
」
や
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
各
機
ほ
か
、
数
多
く

の
名
機
が
展
示
さ
れ
て
間
近
で

鑑
賞
で
き
る
ほ
か
、
い
く
つ
か

の
機
体
の
飛
行
を
見
学
す
る
こ

と
が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
も
あ

る
。
フ
ー
ド
ト
ラ
ッ
ク
や
、
ラ

イ
ブ
音
楽
、
軍
用
車
の
展
示
そ

の
ほ
か
家
族
で
楽
し
め
る
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
色
々
あ
る
。
入

場
料
は
、
13
歳
以
上
の
大
人
18

ド
ル
、
３
歳
か
ら
12
歳
ま
で
の

子
ど
も
14
ド
ル
、
２
歳
以
下
無

料
。
ま
た
現
役
の
米
軍
人
も
無

料
に
な
る
。
本
イ
ベ
ン
ト
に
は

愛
犬
の
同
伴
も
可
能
。
チ
ケ

ッ
ト
は
事
前
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト 

で
購
入
。
詳
細
はhttps://

usnasw.org/airfest/

第二次大戦の
名機に会おう

な
ど
動
揺
す
る
声
が
多
数
投
稿

さ
れ
て
い
た
。

　

最
近
で
は
、
７
月
22
日
に
モ

リ
ス
郡
で
人
間
は
揺
れ
を
感
じ

な
い
程
度
の
小
規
模
の
地
震
が

１
日
に
６
回
も
発
生
し
て
い
る

が
、そ
れ
と
の
関
連
性
は
不
明
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
地
質
調
査
所

（
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｓ
）
の
発
表
に
よ
る

と
、
５
日
午
後
12
時
12
分
に
、

同
じ
バ
ー
ゲ
ン
郡
の
ヒ
ル
ズ
デ

ー
ル
付
近
を
震
源
と
す
る
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
２
・
７
の
地
震
が

発
生
し
た
。
土
曜
夜
に
起
き
た

地
震
と
の
関
連
性
は
調
査
中
。

午
前
11
時
か
ら
午
後
６
時
ま

で
、
数
多
く
の
お
祭
り
フ
ー
ド

の
屋
台
や
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な

ど
の
屋
台
が
並
ぶ
ほ
か
、
土
曜

日
の
午
後
３
時
か
ら
は
盆
踊
り

大
会
、
日
曜
日
の
午
後
3
時
か

ら
は
太
鼓
の
演
奏
な
ど
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ
る
。
暑

い
夏
の
週
末
を
家
族
や
友
人
と

一
緒
に
、
日
本
を
感
じ
る
夏
祭

り
で
楽
し
も
う
。

ケ
ー
プ
メ
イ
で
エ
ア
フ
ェ
ス
ト

　

Ｎ
Ｊ
州
西
部
の
ワ
シ
ン
ト
ン

に
あ
る
ヴ
ォ
ン
サ
ン
農
園
（Von 

Thun Farm 

・
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ル

ー
ト
27
西
４
３
８
番
地
）
で
は
、

８
月
の
間
、
毎
週
末
の
午
前
10
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
「
ひ
ま
わ

り
祭
」
を
開
催
中
。
ひ
ま
わ
り

に
囲
ま
れ
た
、
映
え
る
「
サ
ン

フ
ラ
ワ
ー
ト
レ
イ
ル
」
の
散
策

や
、
夏
の
花
の
観
賞
、
フ
ー
ド
と

ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
を
楽
し
ん
だ

り
、
動
物
と
触
れ
合
っ
た
り
、
ヘ

イ
ラ
イ
ド
そ
の
他
、
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
が
満
載
。
入
場
料
は
前
売

り
21
ド
ル
99
セ
ン
ト
（
当
日
券

は 

22
ド
ル
99
セ
ン
ト
）
詳
細
は
、

https://vonthunfarms.com/
sunfl ower-trail/

ひまわりに囲まれる週末
「ひまわり祭」開催中

https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.jwsny.org
https://paramuslibrary.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com
http://jmart-usa.com/en/
tel:2122136069
https://usnasw.org/airfest/
https://usnasw.org/airfest/
https://usnasw.org/airfest/
https://usnasw.org/airfest/
https://vonthunfarms.com/sunflower-trail/
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ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
区
サ
ン
セ
ッ

ト
パ
ー
ク
に
あ
る
日
本
文
化
発

信
の
た
め
の
複
合
商
業
施
設
ジ

ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
（934 3rd 

Avenue

）
の
中
庭
で
８
月
23

日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら
、
日

本
の
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
夏
祭

り
の
文
化
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー

に
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
ジ
ャ

パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
夏
祭
り
」
が
開

催
さ
れ
る
。
今
年
で
５
回
目
の

開
催
と
な
る
。

　

今
年
は
、
昨
年
に
続
き
「
日

本
の
地
方
都
市
文
化
の
紹
介
」

を
テ
ー
マ
に
、
黒
石
市
（
青
森

県
）、
山
口
市
（
山
口
県
）、
盛

岡
市
（
岩
手
県
）
な
ど
が
参
加

し
、
郷
土
芸
能
の
披
露
や
観
光

案
内
を
行
い
、
各
市
の
魅
力
を

紹
介
す
る
。

　

日
本
か
ら
特
別
ゲ
ス
ト
と
し

て
参
加
す
る
黒
石
市
が
今
年
の

イ
ベ
ン
ト
の
メ
イ
ン
で
登
場
す

る
。黒
石
市
か
ら
高
樋
憲
市
長
、

地
元
の
踊
り
手
４
人
、
津
軽
三

味
線
演
奏
者
１
人
が
こ
の
イ
ベ

ン
ト
の
た
め
に
来
米
し
参
加
。

青
森
県
津
軽
地
方
に
伝
わ
る
伝

統
芸
能
の
民
謡
手
踊
り
「
津
軽

あ
い
や
節
」「
津
軽
じ
ょ
ん
が

ら
節
」
な
ど
本
場
の
踊
り
を
披

露
す
る
。
ま
た
、
黒
石
市
最
大

の
盆
踊
り
「
黒
石
よ
さ
れ
」
を

来
場
者
み
ん
な
で
踊
る
ダ
ン
ス

コ
ン
テ
ス
ト
も
開
催
。
優
勝
者

に
は
賞
品
と
し
て
黒
石
行
き
の

チ
ケ
ッ
ト
が
用
意
さ
れ
て
い

る
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙

「
２
０
２
４
年
に
行
く
べ
き
52

か
所
」
に
選
出
さ
れ
た
山
口
市

も
、
や
は
り
地
元
の
伝
統
芸
能

「
大
内
の
殿
様
」
の
ダ
ン
ス
コ

ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
、
こ
ち
ら

も
優
勝
者
に
山
口
旅
行
を
進
呈

す
る
。
さ
ら
に
、
好
評
の
「
盛

岡
わ
ん
こ
そ
ば
大
会
」も
開
催
。

盛
岡
市
も
２
０
２
３
年
に
Ｎ
Ｙ

タ
イ
ム
ズ
紙
に
取
り
上
げ
ら
れ

て
お
り
、
今
年
で
第
３
回
目
と

な
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
わ
ん
こ
そ

ば
大
会
も
行
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
日
本
舞
踊
の
民
舞

座
、
阿
波
踊
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

連
、
よ
さ
こ
い
グ
ル
ー
プ
・
紅

玉
、
タ
イ
コ
マ
サ
ラ
な
ど
が
出

演
し
て
会
場
を
盛
り
上
が
る
ほ

か
、
イ
ベ
ン
ト
敷
地
内
に
は
、

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、お
め
ん
販
売
、

お
も
ち
ゃ
く
じ
、
綿
あ
め
、
か

き
氷
、
ラ
ム
ネ
、
日
本
の
お
か

し
、
焼
き
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど

の
屋
台
が
出
店
し
、
子
供
か
ら

大
人
ま
で
日
本
の
お
祭
り
体
験

を
堪
能
で
き
る
。
雨
天
の
場
合

は
、
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
２
階

の
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
で
開
催

す
る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://www.japanvillage.
c
o
m
/
s
u
m
m
e
r-

festival-2025 

を
参
照
す
る
。

www.nyseikatsu.com

黒
石
市
、
山
口
市
、
盛
岡
市
な
ど

日
本
の
都
市
文
化
を
紹
介
日本行きの
チケット当たる！

ジャパンビレッジ夏祭り
第5回　　8月23日に開催

 千葉真知子の
 ART COOKING

　

甘
酸
っ
ぱ
い
夏
み
か
ん
に
蜂

蜜
を
加
え
て
冷
蔵
庫
で
冷
や
し

て
い
た
だ
く
の
は
、
夏
の
暑
い

日
に
は
最
高
の
デ
ザ
ー
ト
で

材料
夏みかん ....２個　　　
蜂蜜（カナダ産
又はニュージー
ランド産） ..大２

夏
み
か
ん
の
蜂
蜜
マ
リ
ネ

す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊
富
で
夏

風
邪
予
防
に
も
効
果
が
あ
り
ま

す
。

作
り
方

１
．
夏
み
か
ん
は
上
下
厚
め
に

皮
を
切
り
と
り
、
リ
ン
ゴ
の
皮

を
む
く
よ
う
に
包
丁
で
厚
く
皮

を
む
き
ま
す
。

２
．
み
か
ん
の
実
の
部
分
に
あ

る
皮
に
そ
っ
て
包
丁
を
入
れ
て

い
き
ま
す
。
こ
う
す
る
こ
と
で

き
れ
い
に
薄
皮
を
む
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
み
か
ん
の
種
を
取

り
除
き
ま
す
。

３
．
種
を
取
り
除
い
た
み
か
ん

は
タ
ッ
パ
ー
に
入
れ
ま
す
。
蜂

蜜
を
入
れ
て
混
ぜ
て
か
ら
ふ
た

を
し
て
冷
蔵
庫
で
半
日
冷
や
し

ま
す
。

盛
岡
わ
ん
こ
そ
ば
大
会

黒石よされ

山
口
市
「
大
内
の
殿
様
」

https://japanvillage.com/
http://www.easeny.com/
https://www.nyseikatsu.com/portraits/
https://www.sakagura.com/eastvillage
https://e-kaigo.net/
tel:2122136069
https://www.takesushi.us/
http://www.nyseikatsu.com
https://www.japanvillage.com/summer-festival-2025
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ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
レ
ム
も
お
洒
落
に

NYストスナ オシャレは街角から生まれる 161

AUGUST

  ◇氏名：ダイアモンド＝ローズ　
（25 歳）
◇職業：ファッションモデルで
写真家
◇居住地：スパニッシュ・ハー
レム
◇着用の服：ジーパンとジャ
ケットはギャップ、靴はナイキ、
バッグはビンテージ
◇よく利用する店：アーバンア

ウトフィッター
◇好きなブランド：ギャップ、
H ＆ M
◇着こなしで気をつけているこ
と：（ファッションモデルだけ
ど）自信を持って着れば美しく
見えるもの
◇撮影場所：スパニッシュ・ハー
レムのマジソン街１１６丁目

　ハーレムの東端、５番街 96丁目あたりから 143丁目までのハーレム・リバー・
ドライブと FDRに沿った地域がスパニッシュ・ハーレム（またはイースト・ハー
レム）と呼ばれ、今日では 1950年代まで多数派だったプエルトリコ系よりも
メキシコ系が多く住む一帯となっている。それ以前、19世紀後半から 20世紀
前半にかけてはイタリア国内の混乱や貧困のために移民してきた 400万人の
イタリア系の街だった。ここは「リトルイタリー」よりも多くのイタリア系が
住んだと言われる。南に隣接するのは、マンハッタンの最も高級な住宅地であ
るアッパーイーストサイドで、96丁目を境に対称的な様相をしていたが、近
年 96丁目以北にも新しい高層マンションなどが建つようになり、地域の高級
化もうかがえる。スパニッシュ・ハーレムを歩くとヒスパニック系のみならず、
白人、黒人、東洋人も多く見られる。 （ワインスタイン今井絹江、写真も )

エッセイ連載 58

　

東
京
生
ま
れ
。
10
歳
で
帝
国

劇
場
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
！
』
に
出
演
し
、以
降
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
集
ド
ラ
マ
『
は
じ
ま

り
の
歌
』、『
ス
コ
ア
！
』（
主
演
）

な
ど
数
々
の
舞
台
・
映
像
作
品

に
出
演
。
国
内
で
長
年
に
わ
た

っ
て
活
動
を
続
け
て
き
た
。
都

立
翔
陽
高
校
卒
業
後
、
言
語
や

文
化
の
壁
を
超
え
て
さ
ら
な
る

表
現
の
幅
を
広
げ
た
い
と
い
う

想
い
か
ら
単
身
で
２
０
２
０

年
来
米
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
、
ア
イ
ダ
ホ
州
を
経
て
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活
動
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
オ
フ
・

ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
作
品
『Mr. 

Puppy the Musical
』（AMT 

Theater

）
で
はSwing
と
し

て
主
要
3
役
を
務
め
、
昨
年
7

月
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
夏
の

風
物
詩
で
も
あ
る
「
ブ
ロ
ー
ド

ウ
エ
ー
・
イ
ン
・
ブ
ラ
イ
ア
ン

ト
パ
ー
ク
」
に
出
演
し
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
中
心
で
多
数
の
観

客
の
前
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

披
露
し
た
。
大
規
模
な
野
外
イ

ベ
ン
ト
に
日
本
人
と
し
て
出
演

す
る
の
は
貴
重
な
経
験
で
あ

り
、
自
身
の
表
現
が
言
葉
や
文

化
を
超
え
て
届
く
瞬
間
だ
と
実

感
し
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
今
年
11
月
に
は
、
Ｍ

ｏ
Ｍ
Ａ　

Ｐ
Ｓ
１
な
ど
で
知
ら

れ
る
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

PERFORMA

の
舞
台
に
メ
イ

ン
キ
ャ
ス
ト
と
し
て
出
演
す
る

予
定
だ
。
２
０
２
６
年
に
は
同

作
品
で
全
米
テ
レ
ビ
出
演
も
予

定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
主

に
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
作
品
で
培
っ

て
き
た
経
験
を
活
か
し
つ
つ
、

現
在
は
現
代
ア
ー
ト
や
メ
デ
ィ

ア
ア
ー
ト
な
ど
、
ジ
ャ
ン
ル
を

越
え
た
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー

ツ
の
世
界
に
も
積
極
的
に
挑
戦

し
て
い
る
。
実
は
、
初
め
て
Ｎ

Ｙ
を
訪
れ
た
の
は
２
０
１
７
年

だ
っ
た
の
だ
が
「
当
時
は
ア
ジ

ア
人
で
あ
る
自
分
の
居
場
所
が

こ
こ
に
は
な
い
と
感
じ
、
夢
を

追
う
こ
と
に
不
安
を
抱
い
て
い

た
。
し
か
し
２
０
２
２
年
に
訪

れ
た
際
に
は
、
環
境
が
少
し
ず

つ
変
わ
り
始
め
て
い
る
こ
と
を

肌
で
感
じ
、『
今
な
ら
挑
戦
で

き
る
』
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
い
う
。
そ
の
想
い
か

ら
ア
イ
ダ
ホ
か
ら
転
校
を
決

意
し
、
23
年
春
よ
り
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
（The American Musical 

and Dramatic Academy

）

に
編
入
し
、
現
在
は
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
を
拠
点
に
活
動
し
て
い

る
。

　

８
月
６
日
夜
、
広
島
の
原
爆

投
下
か
ら
丁
度
80
年
と
な
る
そ

の
日
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
タ
イ

ム
ズ
ス
ク
エ
ア
界
隈
に
あ
る
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
で
朗

読
劇
「
モ
リ
ワ
キ
・
ヨ
ー
コ
の

日
記
」
が
上
演
さ
れ
、
黒
木
も

日
本
人
キ
ャ
ス
ト
と
し
て
舞
台

に
立
っ
て
い
た
。

　
「
実
際
に
被
爆
さ
れ
た
13
歳

の
少
女
の
遺
し
た
日
記
を
も
と

に
し
た
作
品
で
、
戦
争
の
記
憶

と
平
和
の
大
切
さ
を
伝
え
る
こ

の
舞
台
に
、
日
本
人
と
し
て
携

わ
れ
る
こ
と
を
大
変
光
栄
に
感

じ
て
い
ま
す
。『
世
界
で
活
躍

す
る
表
現
者
』
と
し
て
成
長
し

続
け
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」

と
語
る
。
同
作
品
は
秋
か
ら
の

オ
フ
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
の
ロ
ン

グ
ラ
ン
公
演
が
決
ま
っ
て
い

る
。（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真

は
本
人
提
供
）

夢
の
続
き
は
舞
台
表
現
者
と
し
て
Ｎ
Ｙ
で

黒木 璃七さん
舞台俳優

くろぎ　　　　りあな

https://reformanyc.com/
https://www.hmakabelcsw.com/
http://www.salon-oasis.net
http://maliliko.com
http://www.idocenter.com
http://www.ojfd.com
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新
潟
県
南
魚
沼
市
の
中
学
生

と
高
校
生
合
わ
せ
て
16
人
が
ワ

シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
を
訪
問
し
、
8
月
１
日
、
日

本
政
府
国
連
代
表
部
と
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
公
邸
を
表

敬
訪
問
し
た
。（
２
面
に
記
事
）

　

国
連
代
表
部
で
は
、
山
﨑
和

之
国
連
大
使
と
面
会
し
、
代
表

部
の
仕
事
の
説
明
を
受
け
た

後
、
生
後
た
ち
か
ら
の
質
問
に

答
え
た
。
一
行
は
国
連
本
部
の

建
物
を
見
た
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
本
総
領
事
公
邸
も
訪
れ
、

総
領
事
館
の
役
割
な
ど
聞
い
た

あ
と
意
見
交
換
し
た
。

　

国
連
代
表
部
で
は
岡
村
秀
康

教
育
長
が
山
﨑
大
使
に
謝
辞
を

述
べ
た
あ
と
、
生
徒
を
代
表
し

て
上
村
愛
莉
さ
ん
が
日
本
の
将

来
を
見
据
え
た
夢
を
語
り
な
が

ら
面
会
の
お
礼
の
挨
拶
を
述
べ

た
。

　

山
﨑
大
使
は
、
歓
迎
の
言
葉

の
中
で
、
入
居
し
て
い
る
ビ
ル

の
３
フ
ロ
ア
を
使
っ
て
い
る
こ

と
、日
本
か
ら
の
職
員
が
60
人
、

現
地
採
用
ス
タ
ッ
フ
が
50
人
の

１
０
０
人
あ
ま
り
の
陣
容
で
国

連
で
の
職
務
に
あ
た
っ
て
い
る

こ
と
を
説
明
し
た
。

　

戦
後
１
９
４
５
年
に
加
盟
55

か
国
で
ス
タ
ー
ト
し
た
国
連

は
、
現
在
加
盟
国
が
１
９
３
か

国
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
戦

後
、
植
民
地
か
ら
独
立
し
た
国

で
、
国
連
総
会
中
は
多
く
の
会

議
が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
国

に
よ
っ
て
会
議
の
準
備
、
本
国

へ
の
報
告
な
ど
全
て
の
会
議
に

参
加
で
き
て
い
な
い
国
も
あ
る

と
現
状
を
紹
介
し
た
。

　

そ
の
中
で
安
全
保
障
理
事
会

の
メ
ン
バ
ー
に
な
る
こ
と
を
希

望
す
る
国
が
増
え
て
い
る
こ

と
、
日
本
は
こ
れ
ま
で
12
回
非

常
人
理
事
国
に
選
ば
れ
て
い
る

こ
と
、
選
挙
で
選
ば
れ
る
た
め

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
で
は
体
調
不
良
で
急
遽
欠
席

と
な
っ
た
森
大
使
に
代
わ
っ
て

総
領
事
館
職
員
が
総
領
事
館
の

仕
事
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

そ
の
中
で
「
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ

Ｃ
が
政
治
の
中
心
な
ら
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
は
、
経
済
、
メ
デ
ィ
ア
、

文
化
の
中
心
で
あ
る
」と
述
べ
、

「
在
留
邦
人
が
安
全
に
生
活
で

き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
が
総

領
事
館
の
仕
事
」
で
あ
る
と
説

明
し
た
。

　

ま
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催

さ
れ
て
い
る
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー

ド
が
、
日
本
文
化
の
紹
介
や
、

地
元
に
感
謝
す
る
気
持
ち
を
伝

え
、
日
系
社
会
の
連
帯
を
強
め

る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と

も
紹
介
し
た
。生
徒
か
ら
は「
有

効
な
広
報
活
動
を
す
る
に
は
ど

う
し
た
ら
良
い
か
」
と
い
う
質

問
に
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
も
ち
ろ
ん
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
根
差
し
た
広

報
が
大
切
だ
」
と
述
べ
た
。
ま

た
「
当
地
で
生
活
す
る
日
系
人

は
各
界
で
活
躍
し
、
自
分
の
故

郷
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
も
日
本
と
世
界
の
た
め

に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」な
ど
と
激
励
し
た
。

最
後
に
生
徒
を
代
表
し
て
関
詩

音
さ
ん
が
「
将
来
は
日
米
の
文

化
の
架
け
橋
に
な
れ
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
」と
お
礼
を
述
べ
た
。

新
潟
県
南
魚
沼
市
の
中
学
・
高
校
生
16
人

山
﨑
国
連
大
使
と
意
見
交
換

に
は
、
多
く
の
国
と
外
交
関
係

を
保
つ
こ
と
が
重
要
だ
と
し

た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
99
％
を
海

外
か
ら
輸
入
し
て
い
る
日
本
は

世
界
と
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
か
な

い
と
生
き
て
い
け
な
い
国
で
あ

る
な
ど
と
語
っ
た
。

　

ま
た
国
際
紛
争
が
世
界
各
地

で
起
こ
っ
て
い
る
が
、
イ
ス
ラ

エ
ル
人
が
ハ
マ
ス
に
よ
っ
て

１
２
０
０
人
殺
害
さ
れ
た
と
し

て
、
ガ
ザ
の
人
々
６
万
人
を
殺

害
し
た
の
は
や
り
す
ぎ
だ
と
い

う
声
が
あ
る
が
悲
惨
な
映
像
を

見
る
と
「
紛
争
当
時
国
は
、
外

部
の
批
判
を
全
く
受
け
入
れ
ら

れ
な
い
の
も
わ
か
る
」
な
ど
と

語
り
、
人
間
の
憎
悪
の
連
鎖
を

止
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
述
べ

た
。
ア
メ
リ
カ
が
国
連
へ
の
拠

出
を
減
ら
す
こ
と
へ
の
批
判
が

高
ま
っ
て
い
る
が
、
米
国
が
国

連
予
算
の
４
分
の
１
を
負
担
し

て
お
り
、
国
連
が
米
国
頼
り
の

現
状
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
現
実

だ
と
述
べ
た
。

お
礼
を
述
べ
る
関
さ
ん

日
米
の
文
化
交
流
事
情
を
学
ぶ

南
魚
沼
の
生
徒
た
ち
Ｎ
Ｙ
総
領
事
公
邸
で

　

山
﨑
国
連
大
使
に
お
礼

を
述
べ
る
岡
村
教
育
長
（
写

真
下
）
と
総
領
事
公
邸
で

話
を
聞
く
生
徒
た
ち
（
左
）

生
徒
を
代
表
し
て
お
礼
を

述
べ
る
上
村
さ
ん

http://www.gwjs.org
https://miray109.com/
http://shidogakuin.com
https://www.aozoracommunity.org/
http://www.betteratmath.com
https://www.kikokushijoacademy.com/
http://www.hiroogakuen.ed.jp/
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今
年
、
創
立
50
周
年
を
迎
え

た
こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
は
７

月
25
日
、
屋
外
の
暑
さ
を
忘
れ

て
、
涼
や
か
な
屋
内
で
楽
し
む

夏
の
風
物
詩
「
夏
祭
り
」
を
し

た
。「
わ
っ
し
ょ
い　

わ
っ
し

ょ
い
」
と
威
勢
の
良
い
子
ど
も

た
ち
の
声
と
共
に
神
輿
を
担
い

で
始
ま
り
、
和
太
鼓
と
日
本
舞

踊
を
プ
ロ
の
先
生
に
披
露
し
て

も
ら
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
も
法

被
や
浴
衣
、
甚
平
を
着
て
、
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
練
習
し
て
い

た
和
太
鼓
と
日
本
舞
踊
を
た
く

さ
ん
の
お
客
さ
ん
の
前
で
発
表

し
た
。
先
生
と
一
緒
に「
は
っ
」

と
キ
レ
の
あ
る
掛
け
声
と
太
鼓

の
音
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
る

子
ど
も
た
ち
の
姿
に
、
会
場
は

大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

　

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
や
う
ち
わ
作

り
な
ど
の
ほ
か
、
自
分
で
作
る

綿
あ
め
や
好
き
な
動
物
を
そ
の

場
で
お
願
い
し
て
作
っ
て
も
ら

う
飴
細
工
な
ど
、
貴
重
な
体
験

が
で
き
た
。「
た
の
し
か
っ
た

ー
」
と
飴
細
工
の
飴
を
口
の
周

り
に
た
く
さ
ん
つ
け
て
笑
顔
で

帰
路
に
向
か
う
子
ど
も
た
ち
が

印
象
的
だ
っ
た
。

夏祭り
屋外で
こどものくに幼稚園

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
フ

レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
（
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
：
河
野
茂
）
で
は
、
7

月
21
日
か
ら
25
日
ま
で
、
サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル
第
4
週
を
実
施
し

た
。
今
年
度
の
前
期
幼
児
部
は

「
知
っ
て
い
る
が
増
え
る
と
も

っ
と
知
り
た
く
な
る
」
を
テ
ー

マ
に
、
日
本
の
昔
話
を
毎
週
1

冊
ず
つ
深
く
掘
り
下
げ
る
体
験

型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
。
前
期

最
終
週
と
な
る
第
4
週
は
「
浦

島
太
郎
」
を
題
材
と
し
た
多
彩

な
活
動
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
紙
芝
居
の
読
み

聞
か
せ
か
ら
始
ま
り
、
裏
庭
で

金
魚
す
く
い
を
実
施
し
た
。
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
紙
が
破

れ
な
い
よ
う
慎
重
に
取
り
組

み
、
多
く
の
金
魚
を
捕
ま
え
る

こ
と
に
一
喜
一
憂
し
た
。
そ
し

て
水
で
薄
め
た
絵
の
具
で
色
付

け
を
し
、
涼
し
げ
な
音
色
を
楽

し
め
る
風
鈴
作
り
に
も
挑
戦
。

お
や
つ
に
は
初
め
て
見
る
わ
た

あ
め
機
で
作
ら
れ
た
わ
た
あ
め

を
味
わ
い
、
出
来
立
て
の
温
か

さ
と
優
し
い
甘
い
香
り
を
体
験

し
た
。
3
歳
児
か
ら
の
書
道
ク

ラ
ス
も
開
講
し
た
。
基
本
練
習

と
し
て
筆
を
立
て
て
雨
粒
を
描

く
技
法
を
学
ん
だ
後
、
墨
を
擦

り
、
自
作
の
色
を
ス
ポ
イ
ト
で

吸
い
取
っ
て
色
紙
に
ス
プ
レ
ー

で
吹
き
か
け
、
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ

ン
が
か
か
っ
た
山
並
み
の
背
景

を
作
成
。
そ
の
上
に
練
習
し
た

雨
粒
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
花
火
を

描
く
創
作
活
動
を
行
っ
た
。
少

人
数
ク
ラ
ス
の
た
め
職
員
が
一

対
一
で
指
導
に
あ
た
り
、
丁
寧

な
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

た
。
4
日
目
と
5
日
目
は
海
を

テ
ー
マ
と
し
た
制
作
活
動
を
実

施
し
た
。
プ
ラ
板
に
色
を
塗
っ

て
固
め
る
作
業
を
行
い
、
翌
日

に
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
中
に
完

成
し
た
プ
ラ
板
の
魚
を
入
れ
、

美
し
い
海
ボ
ト
ル
を
制
作
し

た
。
気
温
の
高
い
日
が
続
い
た

た
め
、
裏
庭
で
の
水
遊
び
と
か

き
氷
も
併
せ
て
楽
し
ん
だ
。
テ

ー
マ
に
関
連
し
た
音
楽
教
育
も

取
り
入
れ
、
毎
週
昔
話
を
軸
と

し
た
一
貫
性
の
あ
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
実
現
し
て
い
る
。
子
ど

も
た
ち
が
日
本
の
伝
統
文
化
に

自
然
に
触
れ
ら
れ
る
工
夫
が
随

所
に
見
ら
れ
る
構
成
と
な
っ
て

い
る
。
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
後

期
日
程
は
す
で
に
定
員
に
達
し

て
お
り
、締
め
切
ら
れ
て
い
る
。

同
園
は
満
2
歳
か
ら
5
歳
ま
で

の
子
ど
も
を
対
象
と
し
、
週
1

回
か
ら
5
回
ま
で
登
園
日
数
を

選
択
で
き
る
柔
軟
な
制
度
を
採

用
し
て
お
り
、
2
学
期
か
ら
の

園
児
受
け
入
れ
も
可
能
。

フレンズアカデミー

サマースクール楽しむ
　

同
志
社
国
際
中
学
校
・
高
等

学
校
（
本
校
所
在
地
・
京
都
府
）

は
、
８
月
後
半
に
北
米
４
か
所

で
「
２
０
２
５
年
海
外
・
学
校

説
明
会
」
を
開
催
す
る
。
Ｎ
Ｙ

ト
ラ
イ
ス
テ
ー
ト
地
区
で
は
、

23
日
（
土
）
の
午
後
１
時
30
分

か
ら
Ｎ
Ｊ
州
パ
ラ
マ
ス
の
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
を

会
場
に
、
24
日
（
日
）
の
午
前

10
時
か
ら
Ｎ
Ｊ
州
ロ
ー
レ
ン
ス

ビ
ル
の
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語

学
校
を
会
場
に
、
そ
れ
ぞ
れ
開

催
さ
れ
る
。
両
会
場
と
も
、
学

外
生
家
族
の
一
般
参
加
も
歓
迎

す
る
。

　

当
日
は
、
同
志
社
国
際
中
高

の
職
員
が
、
最
新
の
「
日
本
の

教
育
事
情
」を
解
説
す
る
ほ
か
、

「
在
校
生
の
６
割
が
帰
国
生
」

「
多
彩
な
帰
国
入
試
制
度
」「
同

志
社
大
・
同
志
社
女
子
大
に
９

割
が
進
学
で
き
る
学
内
推
薦
制

度
」「
充
実
し
た
学
寮
を
完
備
」

と
い
っ
た
同
校
の
特
長
を
詳
し

く
説
明
す
る
。
説
明
会
の
あ
と

に
は
個
別
相
談
会
の
時
間
も
設

け
て
い
る
の
で
、
参
加
者
そ
れ

ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た
受
験
の

相
談
も
可
能
だ
。

　

ま
た
、
27
日
（
水
）
に
は
デ

ト
ロ
イ
ト
、
29
日
（
金
）
に
は

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で
同
様
の
説
明

会
を
開
催
す
る
。

　

学
校
説
明
会
へ
の
参
加
は
、

事
前
予
約
制
で
、https://

www.intnl.doshisha.ac.jp/
admission/event.php

か
ら
申
し
込
む
。
説
明
会
の
詳

細
情
報
も
同
サ
イ
ト
を
参
照
。

同
志
社
国
際
中
学
・
高
校

８
月
に
学
校
説
明
会
開
催

参加者を募集中
NJ 補習授業校で23日

プリンストン日本語学校で24日
デトロイトで27日
ヒューストンで29日

https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html
https://www.intnl.doshisha.ac.jp/admission/event.php
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EVENT
■日本クラブ＆日米武道館共催イベント
「世界に誇る空手家、清水希容を迎えて」
＝ 8/9　19:00　日本クラブ（145 W 57th 
St. 2F）東京オリンピックで「女子形」で
銀メダルを獲得した空手家の清水希容が、
これまでの歩み、空手に対する思い、未来
への展望について話す。モデレーターは五
嶋龍氏。参加費：会員 $15、一般 $25、学
生 $10（要学生証）。
詳 細 は https: / /www.nipponclub.
org/?lang=ja
■ ジ ャ パ ン フ ェ ス ＝ 8/9・10  10:00-
18:00  今 回 は 8/9 が Greenwich Village
（Washington Sq, 5th Macdougal）、8/10
が Astoria (Steinway St, Broadway - 34th 
Ave）で開催。さまざまな日本食や雑貨、
アート、音楽などが楽しめる人気ストリー
トフェア。おにぎり、弁当、ラーメン、た
こ焼き、シュークリームなどが出店。
詳細は https://www.japanfes.com
■香港ドラゴンボート・フェスティバル＝
8/9・10　09:00～夕方　Meadow Lake in 
Flushing Meadows Corona Park　北米各
地から集まった 20人からなるチームがド
ラゴンボートで競う。レースのほかアジア
の伝統的な音楽・ダンス、世界各国の食事
が楽しめる飲食の屋台や民芸品が販売され
るブースも登場。入場無料。
詳 細 は https://www.hkdbf-ny.org/Festival
■ハーレムウィーク＝ 8/17まで　ハーレ
ム各地にてアフリカ系アメリカ人、ヒスパ
ニック等の歴史、芸術、文化、エンターテ
インメントを促進することを目的として開
催。8/9はハーレムウィークを祝う「NYC 
サマーストリート」、5Kマラソン、夕方か
らジャズコンサートが行われる。毎日どこ
かで関連イベントが開催される。
詳細は https://harlemweek.com
■ NYCレストランウィーク =8/17まで　
NY市内 5区のレストラン 600店以上が参

加し特別価格のプリフィックスメニューを
提供する。今年は 2 or 3コースのランチま
たはディナーが $30、$45、$60のいずれ
かで提供される。
詳細は https://www.nycgo.com/restaurant-
week

MUSIC
■大江千里トリオ・スペシャルライブ＝
9/19・20　19:00/21:30  Birdland（315 W 
44th St.）NY在住ジャズピアニスト・大江
千里のコンサート。共演は、マット・クロ
ヘシー（ベース）とロス・ペダーソン（ド
ラム）。特別ゲストとして歌姫ローレン・
キンハンを迎える。入場料：$35.46～
$45.76
詳細は https://www.birdlandjazz.com/
■矢野顕子トリオの NYコンサート＝ 10/5　
20:00　Sony Hall（235 W 46th St.）矢野
顕子トリオによるライブ。出演は矢野のほ
か長年のNY在住ミュージシャンフレンズ、
ウィル・リー（ベース、ボーカル、シンセ
サイザー）と、クリス・パーカー（ドラム）。
入場料：$40.55～ $58.16。
詳 細 は h t t p s : / / s o n y h a l l . c o m /
shows/?eid=14479643

THEATRE/DANCE 
■第 32回「サマームービー・アンダーザ
スターズ」＝ 8/11　20:00　Bryant Park
（42nd St, 6th Ave.）毎夏恒例のブライアン
トパークで見る無料映画上映会。会場は午
後 5時から入場可能なので上映前にブラン
ケット持参でピクニックも楽しめる。上映
作品は「ゴッドファーザー」。
詳 細 は https://bryantpark.org/activities/
movie-nights
■キッズナイト・オン・ブロードウエー＝
8/19　18歳以下は誰でもブロードウエー
観劇が無料になるイベント。今夏は「アラ
ジン」「ハリーポッターと呪いの子」「ライ
オンキング」など人気の 18公演、「グレー
ト・ギャツビー」のみ 20日の公演が対象。
当日 16:30から、ダッフィースクエアにて
出演者たちとの交流やゲーム、賞品が当た
る観劇前イベントも開催。無料チケットは
同伴する大人が通常価格でチケットを購入
することが条件。
詳細は https:// www.kidsnightonbroadway.
com

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
3
年
目
と

な
る
国
際
文
化
交
流
イ
ベ
ン

ト
「ONE STORY AW

ARD 
2025 NY

」が
、9
月
20
日（
土
）

に
開
催
さ
れ
る
。
本
イ
ベ
ン
ト

は
、
日
本
文
化
を
テ
ー
マ
に
し

た
学
生
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

と
、
Ｎ
Ｙ
で
活
躍
す
る
モ
デ
ル

に
よ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

を
同
日
別
会
場
で
開
催
。
い
ず

れ
も
日
本
文
化
の
魅
力
を
世
界

に
発
信
し
、
日
米
で
の
国
際
交

流
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

学
生
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

は
、
リ
プ
レ
イ
・
グ
リ
ア
・
ス

タ
ジ
オ
（
８
番
街
５
２
０
番

地
、Ripley-Grier-Studios)

で
午
後
4
時
30
分
か
ら
実
施
。

参
加
者
は
英
語
で
、
日
本
文
化

の
魅
力
に
つ
い
て
3
分
間
の
ス

ピ
ー
チ
を
行
う
。
審
査
員
に
は

著
名
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
ダ

フ
ネ
・
ユ
ー
リ
ー
氏
も
参
加
。

優
勝
者
に
は
賞
金
３
０
０
ド
ル

と
、KAEDE KIM

ONOS

提

供
の
着
物
を
着
用
し
、
ユ
ー
リ

ー
氏
に
よ
る
日
本
庭
園
な
ど
で

の
写
真
撮
影
が
贈
ら
れ
る
。
現

在
、
ス
ピ
ー
チ
を
行
う
学
生
を

募
集
中
（
年
齢
不
問
、
参
加
費

無
料
）。

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
＆
ア

ン
バ
サ
ダ
ー
選
出
コ
ン
テ
ス

ト
は
、
シ
ネ
プ
レ
イ
・
イ
ベ

ン
ト
・
ベ
ニ
ュ
ー
（
西
37
丁

目
２
６
５
番
地
、CINEPLAY 

Event Venue)

で
午
後
7
時

か
ら
開
催
。
Ｎ
Ｙ
で
デ
ザ
イ
ナ

ー
と
し
て
活
躍
中
の
Ｓ
Ｈ
Ｕ
Ｎ

氏
に
よ
る
、
日
本
の
伝
統
工
芸

を
取
り
入
れ
た
作
品
が
披
露
さ

れ
る
。
観
客
に
よ
る
投
票
で
優

勝
モ
デ
ル
が
決
ま
り
、
日
本
へ

の
往
復
航
空
券
の
贈
呈
と
日
本

大
会
へ
招
待
さ
れ
る
。
観
覧
チ

ケ
ッ
ト
は
50
ド
ル
（
投
票
券
付

き
）。
会
場
に
は
日
本
酒
や
伝

統
工
芸
品
の
ブ
ー
ス
が
作
ら
れ

る
予
定
。

　

当
日
は
、
日
本
か
ら

JAPAN AW
ARD

の
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
た
ち
も
来
場
予
定
。
ス
ピ

ー
チ
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ

た
、
日
米
を
つ
な
ぐ
一
日
限
り

の
文
化
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
。

学
生
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

の
応
募
・
詳
細
は
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トhttps://forms.gle/

HwGL2VSW
u5w3JDfv5　

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の

詳
細
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://us.onestoryaward.
com/　

を
参
照
。
観
覧
チ
ケ

ッ
ト
申
し
込
み
先
は
近
日
同

Ｈ
Ｐ
で
公
開
予
定
。
主
催
は

ONE STORY AW
ARD

（

代

表
取
締
役 

鶴
田
一
磨
）、
共
催

はMina Corporation

（NY 
Award Director 

長
久
保
美

奈
）、
ス
ピ
ー
チ
部
門
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
・
協
賛　

河
野
洋
、

Fashion

部
門
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー　

Ｓ
Ｈ
Ｕ
Ｎ
。

昨
年
の
モ
デ
ル
部
門
の
授
賞
式

昨
年
学
生
ス
ピ
ー
チ
部
門
で
優
勝
し
た
チ
ャ
ー
リ
ー
さ
ん

「ONE STORY AW
ARD 2025 NY

」

　

学
生
ス
ピ
ー
チ
と
モ
デ
ル
に
よ
る

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
同
日
開
催

参
加
者
を
募
集
中

https://www.nycgo.com/restaurant-weekMUSIC
https://www.nycgo.com/restaurant-weekMUSIC
https://www.birdlandjazz.com/
https://www.japanfes.com
https://www.hkdbf-ny.org/Festival
https://harlemweek.com
https://forms.gle/
https://forms.gle/
https://forms.gle/
https://us.onestoryaward
https://us.onestoryaward
https://us.onestoryaward
https://www.nipponclub.org/?lang=ja
https://sonyhall.com/shows/?eid=14479643
https://bryantpark.org/activities/movie-nights
https:// www.kidsnightonbroadway.com
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週刊 NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
 ●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください
（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚
半）を目安に最長2000 字まで。●住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名を明記、
写真を必ず添えて  nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。

主催 :ニューヨーク生活プレス社　後援 : 全日本空輸株式会社

　

私
は
今
年
の
夏
、
香
川
県

に
あ
る
「
ネ
ム
の
木 

デ
イ
サ

ー
ビ
ス
豊
浜
」
で
五
日
間
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
ま
し
た
。

一
日
二
時
間
ぐ
ら
い
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
高
齢

者
の
方
と
交
流
を
し
た
り
、

ス
タ
ッ
フ
の
お
手
伝
い
を
し

た
り
し
ま
し
た
。

　

初
日
、
私
は
一
人
で
ネ
ム

の
木 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
豊
浜
に

向
か
い
ま
し
た
。
誰
も
知
っ

て
い
る
人
が
い
な
い
場
所
に

行
く
の
で
、
不
安
な
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
前
日

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
生
徒

を
担
当
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
木

村
さ
ん
に
会
っ
て
、
ピ
ア
ノ

を
弾
け
る
こ
と
を
話
し
て
い

た
の
で
、
折
り
畳
み
の
キ
ー

ボ
ー
ド
を
持
っ
て
行
き
ま
し

た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
施
設

に
着
い
た
ら
、
ま
ず
マ
ス
ク

を
し
て
、
一
階
の
受
付
で
体

温
を
計
っ
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
で
二
階
に
行
き
ま
し
た
。

二
階
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ド

ア
が
開
く
と
、
た
く
さ
ん
の

人
の
顔
が
見
え
、
そ
の
人
た

ち
が
一
斉
に
こ
ち
ら
を
見
た

の
で
、
胸
が
ド
キ
ド
キ
し
ま

し
た
。

　

体
操
の
時
間
が
終
わ
っ
た

後
、
木
村
さ
ん
が
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
さ
ん
に
私
を

紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私

が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
来
た

こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
と
、
男

性
の
利
用
者
さ
ん
が
「
キ
ャ

ン
・
ユ
ー
・
ス
ピ
ー
ク
・
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
？
」
と
英
語

で
私
に
質
問
を
し
ま
し
た
。

私
が「
イ
エ
ス
。
オ
フ
コ
ー
ス
」

と
英
語
で
返
事
を
す
る
と
、

み
ん
な
が
笑
っ
た
り
、「
お
お
」

と
声
を
上
げ
た
り
し
て
、
に

ぎ
や
か
な
雰
囲
気
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ

ピ
ア
ノ
を
弾
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
私
は
ま
ず
、
み
ん

な
が
知
っ
て
い
る
「
蛍
の
光
」

を
ゆ
っ
く
り
、
心
を
込
め
て

弾
き
ま
し
た
。
そ
し
て
次
に
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ト
ル
コ
行

進
曲
、
シ
ョ
パ
ン
の
ノ
ク
タ

ー
ン
な
ど
、
全
部
で
五
曲
を

続
け
て
演
奏
し
ま
し
た
。

　

五
十
人
以
上
い
る
利
用
者

さ
ん
が
、
手
拍
子
を
し
て
く

れ
た
り
、「
お
お
、
こ
の
曲
聞

い
た
こ
と
あ
る
な
」
と
言
っ

て
、
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し

た
。
最
後
の
曲
を
弾
き
終
わ

っ
た
時
、「
も
う
一
曲
！
」
と

リ
ク
エ
ス
ト
を
し
て
く
れ
る

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
い
て
、
私

は
喜
ん
で
ト
ル
コ
行
進
曲
を

も
う
一
度
弾
き
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
小
学
四
年
生

の
弟
と
一
緒
に
行
き
ま
し
た
。

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

そ
の
日
は
、
ま
ず
利
用
者
さ

ん
と
一
緒
に
作
品
作
り
を
し

た
後
、
前
回
と
は
違
う
利
用

者
さ
ん
も
い
る
と
聞
い
た
の

で
、
同
じ
曲
を
演
奏
し
ま
し

た
。
演
奏
の
後
、
利
用
者
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、「
う
ち
の

孫
も
ピ
ア
ノ
弾
く
ん
で
。
う

ち
の
孫
み
た
い
や
な
。」
と
言

っ
て
、
自
分
の
子
供
と
孫
の

話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
の
日
は
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
夏
祭
り
が
あ

り
ま
し
た
。
私
は
、
利
用
者

さ
ん
た
ち
の
手
の
消
毒
と
ゲ

ー
ム
の
チ
ケ
ッ
ト
の
代
わ
り

に
な
る
レ
イ
を
渡
す
担
当
に

な
り
ま
し
た
。
手
の
消
毒
液

を
一
人
一
人
に
ス
プ
レ
ー
し

て
い
る
時
、
私
を
覚
え
て
い

て
く
れ
て
い
る
利
用
者
さ
ん

が
、
声
を
掛
け
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
一
人
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
は
、
手
を
挙
げ
て
、

わ
ざ
と
消
毒
が
で
き
な
い
よ

う
に
し
た
り
、
遊
ん
で
い
る

よ
う
で
面
白
か
っ
た
で
す
。

み
ん
な
で
和
気
あ
い
あ
い
と

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
た
い
焼

き
を
焼
い
た
り
、
み
ん
な
が

笑
顔
に
な
る
楽
し
い
時
間
で

し
た
。

　

私
は
五
年
生
の
時
、
石
原

先
生
の
宿
題
で
「
家
族
の
介

護
」
に
つ
い
て
の
小
作
文
を

書
き
ま
し
た
。
私
は
そ
の
時

初
め
て
、
日
本
の
高
齢
化
社

会
の
こ
と
や
、
高
齢
者
の
人

数
に
比
べ
て
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
タ
ッ
フ
の
人
数
が
少
な
い

こ
と
、
そ
れ
で
介
護
の
仕
事

を
し
て
い
る
人
達
は
苦
労
を

し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
そ
の
時
、
私
は
小
作
文

の
中
で
、「
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

ス
タ
ッ
フ
を
助
け
る
た
め
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
が
い
た

ら
良
い
と
思
う
」
と
書
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
中
学
二
年

生
に
な
っ
て
、
実
際
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
体
験
し
て
み
て
、

介
護
は
思
っ
て
い
た
よ
り
大

変
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
私

が
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
夏
祭
り

　

松
井
さ
ん
は
タ
ク
シ
ー
の

運
転
手
で
す
。
い
な
か
の
お

母
さ
ん
が
送
っ
て
く
れ
た
夏

み
か
ん
を
車
に
の
せ
て
い
ま

し
た
。
道
に
白
い
ぼ
う
し
が

あ
っ
て
、
松
井
さ
ん
が
つ
ま

み
上
げ
た
ら
、
中
か
ら
白
い

ち
ょ
う
が
出
て
き
て
飛
ん
で

い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
松

井
さ
ん
は
ち
ょ
っ
と
心
配
に

な
り
ま
し
た
。

　

タ
ク
シ
ー
に
も
ど
る
と
女

の
子
が
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

菜
の
花
横
町
に
着
く
と
、
女

の
子
は
い
な
く
な
っ
て
外
か

ら
「
よ
か
っ
た
ね
」
と
い
う

小
さ
な
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

　

一
番
好
き
な
場
面
は
、
知

ら
な
い
う
ち
に
女
の
子
が
松

井
さ
ん
の
タ
ク
シ
ー
の
後
部

座
せ
き
に
座
っ
て
い
て
、
そ

れ
を
松
井
さ
ん
が
発
見
し
た

し
ゅ
ん
間
で
す
。
ぼ
く
は
、

こ
の
作
者
が
書
い
た
本
の
シ

リ
ー
ズ
を
他
に
も
読
み
ま
し

た
。
そ
の
中
で
松
井
さ
ん
の

ま
わ
り
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な

ふ
し
ぎ
な
こ
と
が
お
こ
り
ま

す
。
た
と
え
ば
「
白
い
ぼ
う

し
」
で
は
、
い
た
は
ず
の
女

の
子
が
気
付
く
と
い
な
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。
さ
い
後
に

は
、
聞
こ
え
る
は
ず
の
な
い

ち
ょ
う
ち
ょ
の
声
が
聞
こ
え

ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
こ
の
よ
う
な
本

が
大
好
き
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、

実
さ
い
に
は
な
い
こ
と
を
読

む
と
わ
く
わ
く
す
る
か
ら
で

す
。「
次
に
は
何
が
お
こ
る
ん

だ
ろ
う
…
」
と
た
く
さ
ん
想

ぞ
う
し
て
ど
ん
ど
ん
き
ょ
う

み
が
わ
き
、
先
を
読
み
た
く

な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
も

っ
と
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
読
み

た
い
で
す
。

                 　
（
米
国
生
ま
れ
）

　
　

□　
　

□　
　

□

　

春
休
み
に
、
私
は
家
族
と

一
緒
に
ミ
シ
ガ
ン
へ
旅
行
に

行
き
ま
し
た
。
父
と
母
の
友

達
の
娘
が
結
婚
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち

は
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
か
ら

ミ
シ
ガ
ン
ま
で
車
で
行
き
、

途
中
で
オ
ハ
イ
オ
の
ホ
テ
ル

に
泊
ま
り
ま
し
た
。

　

ミ
シ
ガ
ン
で
は
、
父
と
母

が
伝
統
的
な
イ
ン
ド
の
服
を

着
ま
し
た
。
そ
の
間
、
私
と

弟
は
映
画
を
見
ま
し
た
。
そ

し
て
、
み
ん
な
で
ピ
ザ
を
食

べ
ま
し
た
。

　

結
婚
式
の
前
に
は
、
私
た

ち
の
家
族
と
も
う
一
つ
の
家

族
が
一
緒
に
犬
と
遊
び
ま
し

た
。
そ
の
犬
の
名
前
は
「
ハ

ッ
シ
ュ
ブ
ラ
ワ
ン
」で
す
。「
ハ

ッ
シ
ュ
ブ
ラ
ウ
ン
」
は
ジ
ャ

ガ
イ
モ
の
料
理
の
こ
と
で
す
。

犬
は
明
る
い
茶
色
を
し
て
い

ま
し
た
。

　

私
は
十
五
年
間
ミ
シ
ガ
ン

に
住
ん
で
い
た
の
で
、
今
回

の
暑
い
天
気
に
は
驚
き
ま
し

た
。
摂
氏
で
約
27
度
（
華
氏 

80
度
）
も
あ
り
ま
し
た
。
ふ

つ
う
、
四
月
の
ミ
シ
ガ
ン
は

も
っ
と
涼
し
い
で
す
。
で
も

最
近
は
ど
ん
ど
ん
暖
か
く
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

気
候
の
変
化
は
環
境
問
題
と

し
て
と
て
も
心
配
で
す
。
私

は
大
学
に
通
う
間
、
ま
た
ミ

シ
ガ
ン
に
住
む
と
思
い
ま
す

が
、
気
候
変
動
に
つ
い
て
不

安
を
感
じ
て
い
ま
す
。
将
来
、

も
っ
と
寒
く
な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
と
め
る
と
、
春
休
み
は

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

車
の
中
で
は
家
族
と
た
く
さ

ん
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ラ
ジ
オ
を
聞
い
た
り
、
食
べ

物
を
食
べ
た
り
、
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
し
ま
し
た
。
来
年
、

私
は
大
学
に
い
る
と
思
う
の

で
、
こ
の
よ
う
な
家
族
と
の

時
間
が
も
っ
と
大
切
に
な
る

と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

   　
（
米
国
生
ま
れ
）

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
よ
う
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
L
I
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
上
　
聖
苗

　

11
月
23
日
に
学
習
発
表
会

が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
中
学
一
年
生
の
発
表

が
一
番
好
き
で
し
た
。
ス
ク

リ
ー
ン
の
絵
も
、
レ
オ
ナ
ル

ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
も
知
ら

な
か
っ
た
け
れ
ど
、
絵
が
き

れ
い
で
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

馬
が
出
て
来
て
ダ
ン
ス
を
す

る
と
こ
ろ
も
す
き
で
し
た
。

理
由
は
、
み
ん
な
を
わ
ら
わ

せ
た
か
ら
で
す
。
知
ら
な
い

事
を
学
べ
て
、
わ
ら
い
も
あ

っ
て
、
す
て
き
な
発
表
で
し

た
。

　

わ
た
し
た
ち
は
か
る
た
を

し
ま
し
た
。
私
は
ス
テ
ー
ジ

に
上
が
っ
て
光
が
あ
っ
た
時
、

き
ん
ち
ょ
う
し
て
こ
わ
く
な

り
ま
し
た
。
私
の
番
が
来
た

と
き
カ
ル
タ
が
読
み
上
げ
ら

れ
る
と
、
み
ん
な
が
わ
ら
い

だ
し
ま
し
た
。
び
っ
く
り
し

て
、
自
分
の
セ
リ
フ
を
言
う

タ
イ
ミ
ン
グ
を
ま
よ
っ
た
ら

セ
リ
フ
を
わ
す
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
で
も
、
な
ん
か
い

え
て
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
わ

ら
わ
す
つ
も
り
は
な
か
っ
た

け
れ
ど
、
み
ん
な
が
楽
し
ん

で
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
き
ん
ち
ょ
う
し

た
け
れ
ど
、
自
分
た
ち
の
発

表
が
終
わ
る
と
き
に
は
、
ま

だ
ス
テ
ー
ジ
に
い
た
い
よ
う

な
気
が
し
ま
し
た
。
み
ん
な

が
楽
し
ん
で
い
て
、
も
っ
と

楽
し
ま
せ
た
い
な
あ
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。

　
「
学
び
」
と
「
わ
ら
い
」
が

い
っ
し
ょ
に
あ
る
の
は
す
ば

ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
私
は

楽
し
く
学
べ
る
学
習
発
表
会

が
大
好
き
で
す
。

　
　

   　
（
滞
米
２
年
２
か
月
） 

「
白
い
ぼ
う
し
」

　
　

ケ
ネ
デ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
土
曜
日
本
人
学
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
下
　
和
照

「
春
休
み
の
思
い
出
」

　
　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
パ
ブ
リ
ッ
ク
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
12
日
本
語
AP
ク
ラ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ッ
ダ
ナ
プ
デ
ィ
　
バ
ヴ
ィ
ア

で
お
手
伝
い
を
し
て
い
る
時

「
消
毒
す
る
の
で
、
手
を
出
し

て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
掛
け

て
も
伝
わ
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
大
き
な
声
で
何

度
言
っ
て
も
伝
わ
ら
な
か
っ

た
の
で
、
そ
ば
に
い
た
ス
タ

ッ
フ
の
方
が
助
け
て
く
れ
ま

し
た
。
高
齢
者
の
人
た
ち
は

耳
が
遠
か
っ
た
り
、
体
が
不

自
由
だ
っ
た
り
す
る
の
で
、

私
が
や
り
方
を
変
え
な
い
と

駄
目
な
ん
だ
と
気
付
き
ま
し

た
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
施
設
で

は
、
利
用
者
さ
ん
と
同
じ
ぐ

ら
い
の
年
の
人
も
た
く
さ
ん

働
い
て
い
ま
し
た
。
若
い
ス

タ
ッ
フ
の
人
は
少
な
く
、
日

本
の
高
齢
化
を
実
際
に
見
て

い
る
よ
う
で
し
た
。
年
を
取

っ
て
い
る
人
が
高
齢
者
を
介

護
す
る
の
は
大
変
だ
と
思
う

の
で
、
も
っ
と
若
い
人
が
介

護
の
仕
事
に
就
く
の
が
良
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

自
分
一
人
で
生
活
が
で
き

な
い
高
齢
者
の
人
で
も
、
み

ん
な
で
助
け
て
あ
げ
る
と
、
幸

せ
に
暮
ら
せ
る
と
思
い
ま
す
。

介
護
は
と
て
も
大
変
だ
け
ど
、

み
ん
な
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
こ

と
は
大
切
な
の
で
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
の
施
設
の
よ
う
な
、

高
齢
者
の
人
た
ち
も
笑
っ
て

楽
し
く
時
間
を
過
ご
せ
る
環

境
が
あ
る
の
は
と
て
も
良
い

と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今

回
の
経
験
を
通
し
て
、
小
学

生
や
中
学
生
で
も
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
の
施
設
で
、
二
種
類

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
で
き
る

と
分
か
り
ま
し
た
。
一
つ
は
、

作
品
作
り
な
ど
一
緒
に
し
て
、

高
齢
者
の
人
と
時
間
を
楽
し

む
こ
と
で
す
。
も
う
一
つ
は
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が

使
っ
た
物
や
場
所
を
掃
除
し

た
り
、
片
づ
け
た
り
し
て
、

施
設
を
き
れ
い
に
す
る
お
手

伝
い
で
す
。
小
学
生
や
中
学

生
が
、
介
護
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
通
し
て
介
護
に
興

味
を
持
て
ば
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
で
高
齢
者
が
高
齢
者
を
介

護
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
る

か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し

た
。　
　

   　
（
米
国
生
ま
れ
）

「
学
習
発
表
会
」

　
　
　

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
上
　
あ
ず
咲

https://japaneseschool.org
https://starchildny.com/
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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ノ
マ
ド
エ
リ
ア
（
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｄ
）
は
、
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
間
に
位
置
し
、
マ
ジ
ソ
ン
ス
ク
エ
ア
パ
ー

ク
の
北
側
に
位
置
す
る
エ
リ
ア
一
帯
を
指
す
。
こ
の
地
域
は
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
ホ
テ
ル
や
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ブ
テ
ィ
ッ
ク
シ

ョ
ッ
プ
が
集
ま
る
人
気
の
場
所
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
観
光

客
に
人
気
が
あ
る
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
文
化
や
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
の
中
心
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

ク
リ
エ
ー
タ
ー
や
舞
台
芸
術
家
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
で
身
を

立
て
た
成
功
者
た
ち
の
、
あ
る
意
味
、
ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス
ト

サ
イ
ド
の
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
的
芸
術
家
た
ち
、
学

術
関
係
者
た
ち
の
住
む
場
所
と
は
一
味
違
っ
た
人
生
観
を
感

じ
さ
せ
る
エ
リ
ア
と
で
も
言
え
ば
い
い
だ
ろ
う
か
。

　

写
真
の
部
屋
は
、
そ
ん
な

ノ
マ
ド
エ
リ
ア
の
ど
真
ん
中

に
あ
る
築
１
０
０
年
の
プ
リ

ウ
ォ
ー
ビ
ル
の
ペ
ン
ト
ハ
ウ

ス
。
４
階
５
階
部
分
が
デ
ュ

ー
プ
レ
ッ
ク
ス
に
な
っ
て
い

て
、
下
は
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

が
で
き
る
ほ
ど
広
い
、
暖
炉

の
あ
る
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
と

大
理
石
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
高

級
ス
テ
ン
レ
ス
シ
ス
テ
ム
の

オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
フ
ロ
ア
で
多
く
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
パ
ー
テ
ィ

ー
が
開
か
れ
て
き
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

住
居
と
し
て
の
生
活
空
間
は
、
全
て
上
の
階
に
ま
と
め
て

３
寝
室
が
あ
り
、
２
・
５
浴
室
。
子
ど
も
部
屋
と
し
て
も
来
客

の
宿
泊
部
屋
と
し
て
も
使
え
る
間
取
り
に
な
っ
て
い
る
。
家

賃
は
月
額
１
万
２
０
０
０
ド
ル
。
こ
の
価
格
を
高
い
と
思
う

人
は
、
こ
の
エ
リ
ア
に
は
住
ま
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

電
話
２
１
２
・
６
６
１
・
１
１
１
１
、

Ｅ
メ
ー
ル　

ny@jonecorp.com

　

山
辺
さ
ん

こ
の
物
件
を
紹
介
す
る
山
辺
さ
ん
の
動
画
は
こ
ち
ら
。

https://youtu.be/pv9I9jsW
htE?si=J3DxPRCpcW

hj3SzZ

（
写
真
提
供
・
ｊ
・
Ｏ
ｎ
ｅ
不
動
産
）

NOMADエリアでペントハウス生活

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
賃
貸
住
宅

市
場
で
は
今
、「
ホ
テ
ル
ラ
イ

ク
な
暮
ら
し
」
を
提
供
す
る
物

件
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経
て
「
家
で

過
ご
す
時
間
の
質
」
が
見
直
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
居
住
空
間

に
求
め
る
価
値
が
変
化
し
て
き

ま
し
た
。

　

中
で
も
人
気
な
の
が
、
ラ
ウ

ン
ジ
・
ジ
ム
・
ル
ー
フ
デ
ッ
キ

と
い
っ
た
定
番
ア
メ
ニ
テ
ィ
に

加
え
て
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
サ

ー
ビ
ス
や
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ
ン

グ
、コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
、

さ
ら
に
は
ペ
ッ
ト
ス
パ
や
ゴ
ル

フ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
ま
で
備
え

た
「
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
型
の
賃
貸

住
宅
」
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
の
新
築
レ
ジ
デ
ン
ス
「The 

Axel

」
で
は
、
入
居
者
専
用
の

コ
ー
ヒ
ー
バ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
、
住
民
同
士
の

交
流
を
促
進
。
ハ
ド
ソ
ン
ヤ
ー

ド
に
あ
る
「The Set

」
で
は
、

ま
る
で
高
級
ホ
テ
ル
の
よ
う
な

内
装
と
ル
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
の
よ

う
な
利
便
性
を
両
立
さ
せ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
「
ホ
テ
ル
ラ
イ

ク
」
物
件
の
台
頭
に
は
、
リ
モ

ー
ト
ワ
ー
ク
の
定
着
と
、
Ｚ
世

代
・
ミ
レ
ニ
ア
ル
層
の
価
値
観

の
変
化
が
大
き
く
影
響
し
て
い

ま
す
。「
広
さ
」
よ
り
も
「
快

適
さ
」
や
「
共
用
ス
ペ
ー
ス
の

充
実
」
に
魅
力
を
感
じ
る
傾
向

が
強
ま
っ
て
お
り
、
居
住
空
間

に
「
体
験
価
値
」
を
求
め
る
動

き
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
ト
レ
ン
ド
は
賃
貸

住
宅
に
も
新
た
な
競
争
軸
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
。
単
に
「
立

地
」
や
「
間
取
り
」
だ
け
で
な

く
、「
共
用
設
備
の
質
」
や
「
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
度
」
が
選
ば
れ

る
理
由
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
分
賃
料

も
高
め
に
設
定
さ
れ
る
傾
向
は

あ
り
ま
す
が
、「
家
で
も
ワ
ー

ク
ア
ウ
ト
し
た
い
」「
気
軽
に

人
を
招
き
た
い
」「
面
倒
な
掃

除
を
プ
ロ
に
任
せ
た
い
」
と
い

っ
た
現
代
的
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
設
備
・
サ
ー
ビ
ス
は
、
価
格

以
上
の
満
足
感
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
こ
う
し
た
付

加
価
値
を
備
え
た
物
件
が
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
新
し
い
「
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
」
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

（
リ
ロ　

リ
ダ
ッ
ク
・
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
オ
フ
ィ
ス
）

ホ
テ
ル
暮
ら
し
の
快
適
さ

賃
貸
住
宅
に
求
め
る
傾
向

自宅の庭に焚き火コーナーを設置
　自宅の庭で安全に焚き火
をするためのピット。丸型
のコンクリート型。組み立
て式で、一般家庭でも工具
なしで設置が可能。庭でキ
ャンプファイヤのように薪
を燃やすことができる。
　屋外パティオなどに設置
すると憩いの場になる。
価格は 560 ドル。ホーム
デポで配達可能。
Ledgestone 
 Round Concrete 
Wood Fuel Fire Pit 
www.hopedepot.com

・免責事項・
本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。
We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.
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戸
田
充
広
氏
が
率
い
る
全
日

本
趣
味
起
業
協
会
が
、
７
月
29

日
か
ら
８
月
4
日
ま
で
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
天
理
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
昨
年
に
続
き
3
度
目
の

「Echoes of Japan 

ジ
ャ
パ
ニ

ー
ズ
・
ア
ー
ト
＆
ク
ラ
フ
ト 

イ
ン 

Ｎ
Ｙ 

２
０
２
５
」
展
を

開
催
し
た
。

　
「
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
し

て
い
る
人
は
、
人
生
ま
る
ご
と

輝
い
て
い
る
」
と
い
う
理
念
の

も
と
、
全
日
本
趣
味
起
業
協
会

は
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
が

「
趣
味
」「
特
技
」「
好
き
な
こ
と
」

を
活
か
し
た
起
業
・
副
業
を
実

践
し
て
い
く
た
め
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
活
動
を
行
な
っ
て
い

る
。

　

戸
田
代
表
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、
18
年

間
に
約
３
０
０
０
人
、
１
８
０

種
以
上
の
趣
味
起
業
と
向
き
合

い
、
全
国
で
の
セ
ミ
ナ
ー
、
講

演
活
動
の
ほ
か
、
数
々
の
講
座

で
趣
味
起
業
家
を
育
て
続
け
て

い
る
。
著
書
は
『
副
業
ア
イ
デ

ア
逆
引
き
事
典
』『
の
ん
び
り

副
業
』『
趣
味
起
業
の
教
科
書
』

な
ど
14
冊
。
今
回
の
展
覧
会
で

は
、
同
協
会
に
所
属
す
る
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
作
家
や
画
家
、
造
形

作
家
ら
が
創
り
出
し
た
絵
画
か

ら
バ
ッ
グ
、
漫
画
ま
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
日
本
の
ア
ー
ト
を
紹
介

し
た
。
Ｎ
Ｙ
か
ら
の
ゲ
ス
ト
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
平
野
内
美

穂 

、
深
谷
成
子 

、
マ
リ
ア
・

ク
ラ
ス
が
参
加
し
た
。
１
日
に

行
わ
れ
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で

は
、
奈
良
在
住
の
日
本
人
ソ
プ

ラ
ノ
歌
手
、
植
田
祐
嘉
子
に
よ

る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
し

た
。
植
田
は
、
恩
師
ア
マ
デ
ウ

ス
大
西
氏
（
故
人
）
が
、
こ
の

日
の
た
め
に
残
し
て
く
れ
た
音

源
で
熱
唱
し
、
会
場
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
カ
ー
を
感
動
さ
せ
た
。

　

反
核
・
反
原
発
を
テ
ー
マ
に

今
年
で
15
回
目
を
迎
え
た
「
盆

踊
り
平
和
祭
」
が
８
月
3
日
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
キ
ン
グ
ス
ト

ン
市
に
あ
る
キ
ン
グ
ス
ト
ン
・

ポ
イ
ン
ト
・
ビ
ー
チ
で
開
催
さ

れ
た
。
キ
ン
グ
ス
ト
ン
で
ラ
ー

メ
ン
・
タ
バ
ン
を
経
営
す
る
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
山
本
容
子
氏
と
鍛

金
彫
刻
家
の
大
下
寿
馬
氏
が
主

催
し
て
い
る
。

　

正
午
に
始
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト

の
最
初
に
、
伝
説
的
な
フ
ォ
ー

ク
シ
ン
ガ
ー
で
社
会
活
動
家

の
ピ
ー
ト
・
シ
ー
ガ
ー
さ
ん

（
２
０
１
４
年
死
去
）
と
日
系

の
映
画
監
督
で
同
じ
く
活
動
家

で
も
あ
っ
た
ト
シ
・
ア
ラ
イ
ン
・

オ
オ
タ
・
シ
ー
ガ
ー（
２
０
１
３

年
死
去
）
さ
ん
の
次
女
で
あ
る

テ
ィ
ー
ニ
ャ
・
シ
ー
ガ
ー
さ
ん

が
登
場
、
両
親
の
平
和
活
動
に

つ
い
て
語
っ
た
＝
写
真
右
＝
。

　

シ
ラ
キ
ュ
ー
ス
平
和
評
議
会

の
運
営
委
員
で
「
核
な
き
世
界

委
員
会
」（
旧
ピ
ー
ス
・
ア
ク

シ
ョ
ン
・
セ
ン
ト
ラ
ル
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
）
の
共
同
議
長
で
も
あ

る
ダ
イ
ア
ン
・
ソ
ー
ド
博
士

は
「
そ
の
瞬
間
か
ら
ど
う
や
っ

て
戻
る
か
？
」
と
核
使
用
が
目

前
と
な
っ
て
い
る
現
在
の
危
機

感
を
訴
え
た
。
ピ
ー
ス
・
ア
ク

シ
ョ
ン
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ス

テ
ー
ト
の
ラ
リ
ー
・
ウ
ィ
ッ
ト

ナ
ー
博
士
か
ら
は
「
核
戦
争
の

脅
威
を
終
わ
ら
せ
る
」
と
の
講

演
を
行
な
っ
た
。
パ
ビ
リ
オ
ン

で
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
北
部
に

新
た
な
原
発
を
建
設
す
る
動
き

に
つ
い
て
の
討
論
会
が
行
わ
れ

た
。

　

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
ニ
ュ

ー
パ
ル
ツ
を
拠
点
と
す
る
ダ
ン

ス
ス
ク
ー
ル
の
ザ
・
バ
ナ
バ
ー
・

キ
ャ
ラ
バ
ン
が
「
南
中
ソ
ー
ラ

ン
」
や
バ
ー
リ
ン
ト
ン
太
鼓
の

ス
テ
ュ
ワ
ー
ト
・
ペ
イ
ト
ン
さ

ん
の
和
太
鼓
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
民
舞
座
の
踊
り
や
獅
子
舞
な

ど
が
次
々
に
披
露
さ
れ
た
。　

ラ
ッ
フ
ル
の
抽
選
会
の
の
ち
、

午
後
６
時
過
ぎ
か
ら
は
盆
踊
り

が
行
わ
れ
、
お
馴
染
み
の
「
炭

坑
節
」
や
「
東
京
音
頭
」
な
ど

を
２
０
０
人
あ
ま
り
が
輪
に
な

っ
て
踊
っ
た
。

　

そ
の
後
、
平
和
祈
念
式
が
行

わ
れ
た
。
カ
ナ
ダ
・
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
に
あ
る
和
田
寺
僧
伽
念

仏
道
場
（
浄
土
宗
系
）
の
豊
田

勇
山
法
師
が
ギ
タ
ー
を
伴
奏
し

な
が
ら
般
若
心
経
の
唱
和
が
行

わ
れ
た
。
参
加
者
ら
は
広
島
と

長
崎
へ
の
原
爆
投
下
の
犠
牲
者

と
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
福
島
の

原
発
事
故
の
被
害
者
の
た
め
に

祈
り
を
捧
げ
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
「
広
島

か
ら
の
希
望
の
炎
〜
ル
ミ
ナ
リ

ー
サ
ー
ビ
ス
」
が
行
わ
れ
た
。

豊
田
法
師
を
先
頭
に
日
本
山
妙

法
寺
グ
ラ
フ
ト
ン
・
ピ
ー
ス
パ

ゴ
ダ
（
Ｎ
Ｙ
州
ピ
ー
タ
ー
ズ
バ

ー
グ
）
の
安
田
純
法
尼
も
加
わ

っ
て
ビ
ー
チ
ま
で
練
り
歩
き
、

参
加
者
全
員
で
各
々
「
希
望
の

灯
」
を
灯
し
て
円
を
作
り
、
平

和
を
祈
っ
た
。

　

豊
田
法
師
は
「
今
年
で
３
回

目
の
参
加
で
す
が
、
年
々
感
じ

が
よ
く
な
っ
て
い
ま
す
。
希
望

が
持
て
ま
す
」と
語
っ
て
い
た
。

主
催
し
た
山
本
さ
ん
は
「
天
気

に
も
恵
ま
れ
て
た
く
さ
ん
の
参

加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
パ
レ
ス
チ
ナ
問

題
な
ど
核
が
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
反
核
意
識
が
高
ま
っ
た
気

が
し
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　
（
武
末
幸
繁
／
記
事
・
写
真
）

反
核
と
反
原
発

訴
え
て
盆
踊
り

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

キ
ン
グ
ス
ト
ン
で

好
き
な
こ
と
を

仕
事
に
生
き
る

全
日
本
趣
味
起
業
協
会
が
Ｎ
Ｙ
展

レセプションで来場者と歓談する歌手の植田（中央）と戸田代表（１日、NY 天理文化会館で）
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先
日
、
久
し
ぶ
り
に
熱
田
神

宮
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）
を
参

詣
し
て
き
ま
し
た
。
初
詣
に
は

毎
年
２
０
０
万
人
以
上
の
参
拝

客
が
訪
れ
る
こ
と
で
有
名
な
熱

田
神
宮
は
、
皇
位
継
承
の
証
で

あ
る
三
種
の
神
器
の
一
つ
、
草

薙
神
剣
（
く
さ
な
ぎ
の
み
つ
る

ぎ
）
を
ご
神
体
と
し
て
お
り
、

ま
た
古
来
よ
り
奉
納
さ
れ
て
き

た
刀
剣
が
数
多
く
所
蔵
し
て
い

ま
す
。

　

神
代
の
昔
、
日
本
武
尊
（
や

ま
と
た
け
る
の
み
こ
と
）
が
敵

の
謀
略
に
は
ま
り
野
火
攻
め
に

遭
っ
た
と
き
、「
天
叢
雲
剣
（
あ

め
の
む
ら
く
も
の
つ
る
ぎ
）」

は
自
ら
抜
け
出
て
草
を
薙
ぎ
払

い
、
尊
を
窮
地
か
ら
救
っ
た
と

い
う
伝
説
が
あ
り
、
尊
に
授
け

ら
れ
た
剣
が
「
草
薙
神
剣
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
草
薙
神
剣
は
、

熱
田
神
宮
に
あ
る
本
体
と
、
皇

居
に
あ
る
形
代
（
か
た
し
ろ
；

草
薙
神
剣
の
神
力
を
分
祀
し
た

も
の
）
の
2
つ
が
あ
り
、
形
代

の
ほ
う
は
、源
平
合
戦
（
治
承
・

寿
永
の
乱
）
の
最
中
、
安
徳
天

皇
を
奉
じ
た
平
家
に
よ
り
、
他

の
神
器
（
八
咫
鏡
、
八
尺
瓊
勾

玉
）
と
と
も
に
西
国
へ
落
ち
、

平
氏
滅
亡
後
、
神
剣
は
壇
ノ
浦

の
戦
い
に
よ
り
関
門
海
峡
に
沈

み
、失
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

朝
廷
は
伊
勢
神
宮
よ
り
献
上
さ

れ
た
剣
を
形
代
と
し
、
現
在
は

皇
居
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
全
国
の
崇
敬
者
か
ら

熱
田
神
宮
へ
奉
献
さ
れ
た
刀
剣

は
、
平
安
時
代
に
作
刀
さ
れ
た

古
刀
か
ら
、
慶
長
〜
宝
暦
年
間

の
新
刀
、
明
和
年
間
〜
明
治
の

新
々
刀
、
廃
刀
令
以
降
の
現
代

刀
ま
で
４
５
０
余
口
に
の
ぼ

り
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
20

口
、
愛
知
県
指
定
文
化
財
12
口

が
含
ま
れ
ま
す
。
刀
工
の
国
も

五
箇
伝
の
発
祥
地
で
あ
る
大

和
、
山
城
、
備
前
、
相
模
、
美

濃
を
は
じ
め
広
域
に
及
び
、
そ

れ
ら
は
従
来
、
境
内
に
あ
る
宝

物
館
で
拝
観
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
同
館
は
、
１
９
６
６

年
12
月
に
開
館
し
た
日
本
古
代

建
築
を
彷
彿
と
さ
せ
る
校
倉
風

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建
造

物
で
、
博
物
館
法
に
よ
る
登
録

博
物
館
、
文
化
財
保
護
法
に
よ

る
公
開
承
認
施
設
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
筆
者
が
久
し
ぶ
り
に
参

詣
し
た
の
は
、
徳
仁
天
皇
即
位

を
記
念
し
た
奉
祝
事
業
の
一
環

と
し
て
、
刀
剣
展
示
専
用
に
整

備
さ
れ
た
「
剣
の
宝
庫 

草
薙

館
（
つ
る
ぎ
の
ほ
う
こ 

く
さ

な
ぎ
か
ん
）
が
２
０
２
１
年
10

月
に
開
館
し
た
の
で
、
そ
れ
を

見
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

同
館
で
は
、
前
述
の
熱
田
神

宮
が
所
蔵
す
る
刀
剣
を
3
方
向

か
ら
の
鑑
賞
を
可
能
と
す
る
特

別
に
設
計
さ
れ
た
展
示
ケ
ー
ス

に
お
い
て
毎
月
入
れ
替
え
て
展

示
し
て
お
り
、
た
た
ら
製
鉄
や

刀
剣
に
ま
つ
わ
る
絵
画
、
文
書

史
料
等
も
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
残
念
な
が
ら
館
内
は

撮
影
禁
止
で
す
が
、
体
験
コ
ー

ナ
ー
の
み
撮
影
可
能
で
、
常
設

展
示
さ
れ
て
い
る
２
つ
の
大
太

刀
の
複
製
拵
（
こ
し
ら
え
）
に

触
れ
、
そ
の
大
き
さ
・
重
量
を

実
感
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

館
外
に
は
き
し
め
ん
の
店
が
あ

り
、
筆
者
も
鑑
賞
後
に
冷
た
い

き
し
め
ん
を
お
い
し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

な
お
、
熱
田
神
宮
が
所
蔵
す

る
刀
剣
は
、
奉
納
さ
れ
た
時
点

で
実
用
性
を
離
れ
る
た
め
、
作

刀
さ
れ
た
と
き
の
『
生
ぶ
（
う

ぶ
）』
と
呼
ば
れ
る
姿
の
ま
ま

の
も
の
が
多
く
、
刀
剣
を
研
究

す
る
専
門
家
に
と
っ
て
は
奉
納

刀
の
史
料
的
価
値
は
極
め
て
高

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
栗

原
祐
司　

国
立
科
学
博
物
館
副

館
長
）
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マ
ル
タ
の
素
晴
ら
し
さ
を
過

小
評
価
し
す
ぎ
て
い
た
。
最
初

は
日
帰
り
の
予
定
で
あ
っ
た
こ

と
が
い
か
に
野
暮
か
を
実
感
し

た
。２
泊
３
日
で
も
足
り
な
い
。

残
念
な
が
ら
２
日
目
の
今
日
は

夕
方
に
フ
ェ
リ
ー
で
イ
タ
リ
ア

に
戻
る
。
車
を
狭
い
車
庫
か
ら

取
り
出
し
て
ホ
テ
ル
を
チ
ェ
ッ

ク
ア
ウ
ト
し
て
、
と
り
あ
え
ず

車
で
島
を
回
っ
て
み
る
。
小
さ

な
島
で
あ
る
が
、
意
外
と
広
く

て
国
際
空
港
も
あ
る
。
来
年
は

こ
こ
に
直
接
飛
ん
で
く
る
と
い

う
手
も
あ
る
だ
ろ
う
。
実
際
島

に
た
く
さ
ん
い
た
ロ
ン
ド
ン
っ

子
（
そ
う
見
え
る
）
は
そ
う
や

っ
て
Ｕ
Ｋ
か
ら
直
接
来
て
い
る

に
違
い
な
い
。

　

が
、
島
の
端
は
あ
ま
り
観
る

と
こ
ろ
が
な
い
の
で
、
フ
ェ

リ
ー
埠
頭
の
あ
るValetta

に

戻
っ
て
マ
ル
タ
の
中
心
を
観
る

こ
と
に
し
た
。
左
ハ
ン
ド
ル
の

右
側
通
行
に
も
少
し
慣
れ
て
き

た
。
い
い
ぞ
。
歴
史
的
な
古
い

ゲ
ー
ト
は
圧
巻
だ
。
独
立
記
念

の
碑
も
あ
る
。
そ
の
ま
ま
繁
華

街
に
入
っ
て
い
く
。
こ
こ
も
暑

い
。
シ
チ
リ
ア
で
は
見
か
け
な

か
っ
た
ス
タ
バ
が
あ
る
。
図
書

館
が
あ
る
。
誰
が
見
て
も
わ
か

る
ビ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
石
像
と

マ
ル
タ
の
先
住
民
が
現
地
の
言

葉
で
書
い
た
彼
女
を
皇
帝
と
し

て
崇
め
る
碑
も
あ
っ
た
。
何
だ

か
ん
だ
言
っ
て
植
民
地
政
策
を

現
地
の
人
に
洗
脳
す
る
図
書

が
並
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う

（
笑
）。
な
ん
と
郵
便
ポ
ス
ト
と

電
話
ボ
ッ
ク
ス
は
ロ
ン
ド
ン
の

も
の
と
同
じ
。
日
本
も
昔
は
丸

い
ポ
ス
ト
で
あ
っ
た
が
そ
れ
は

英
国
か
ら
来
て
い
た
か
ら
だ
。

　

Grandmaster Palace

、
マ

ル
タ
の
総
督
府
宮
殿
が
あ
っ

た
。
こ
れ
は
入
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
夥
し
い
数
の
銃
、
大
砲
、

鎧
が
か
つ
て
の
激
戦
を
物
語

る
。
宮
殿
は
荘
厳
で
国
を
代
表

す
る
建
物
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
今
も
パ
ー
ラ
メ
ン
ト

は
こ
こ
で
行
わ
れ
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
若
き
日
の
エ
リ
ザ
ベ
ス

女
王
の
等
身
大
以
上
の
肖
像
画

が
あ
る
。

　

さ
て
、
一
通
り
観
な
け
れ
ば

い
け
な
い
も
の
は
観
た
。
そ
ろ

そ
ろ
ラ
ン
チ
だ
。
レ
ス
ト
ラ
ン

に
入
る
気
は
な
い
し
、
ど
こ
か

簡
単
な
立
ち
食
い
で
済
ま
せ
た

い
が
ト
イ
レ
に
は
き
っ
ち
り
行

っ
て
お
き
た
い
。
が
、
そ
う
い

う
も
の
は
こ
う
い
う
歴
史
的
な

街
に
は
往
々
に
は
な
い
も
の
で

あ
る
。
そ
こ
に
救
世
主
が
現
れ

た
。
フ
ー
ド
コ
ー
ト
だ
。
ア
ジ

ア
食
か
ら
バ
ー
ガ
ー
ま
で
屋
台

で
ピ
ッ
ク
し
て
好
き
な
場
所
で

食
べ
る
こ
と
が
き
る
。
タ
イ
の

ご
飯
と
チ
キ
ン
を
食
べ
て
、
ミ

ル
ク
シ
ェ
ー
ク
を
飲
ん
だ
。
な

ん
と
、
近
く
に
は
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
も
あ
り
国
と

し
て
や
る
気
満
々
で
あ
る
。
や

は
り
、
弱
小
国
と
い
え
ど
も
独

立
し
て
国
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
を
持
た
な
け
れ
ば

い
け
な
い
、
そ
う
思
っ
た
。
細

君
の
会
社
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
、
こ
こ
で
や
っ
て
く
れ
な
い

か
な
ぁ
。

　

さ
て
、お
腹
も
い
っ
ぱ
い
で
、

暑
い
中
を
車
ま
で
戻
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
良
い
気
に
な
っ

て
ど
ん
ど
ん
と
歩
い
て
し
ま
っ

た
の
で
車
ま
で
は
ち
ょ
っ
と
し

た
距
離
で
あ
っ
た
が
、Google 

Map

を
駆
使
し
て
な
ん
と
か

な
っ
た
。
車
に
乗
っ
て
フ
ェ
リ

ー
埠
頭
を
目
指
す
。
い
よ
い
よ

マ
ル
タ
と
お
別
れ
だ
。
が
、
調

べ
て
お
い
た
フ
ェ
リ
ー
埠
頭
が

な
い
。
全
く
人
影
の
な
い
寂
れ

た
と
こ
ろ
に
着
い
て
し
ま
っ
た

の
だ
。
パ
ニ
ク
っ
た
。
が
、
私

が
車
に
残
り
細
君
が
足
で
調
べ

て
く
れ
た
。な
ん
と
か
な
っ
た
。

こ
の
フ
ェ
リ
ー
、
シ
チ
リ
ア
と

マ
ル
タ
の
往
復
の
み
一
日
一
便

運
行
し
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
ど

こ
か
適
当
な
の
で
あ
る
。

　

航
海
は
相
変
わ
ら
ず
快
適
で

あ
っ
た
。
地
中
海
の
深
い
海
の

上
を
大
型
フ
ェ
リ
ー
は
滑
る
よ

う
に
走
る
。
２
時
間
弱
の
船
旅

で
夕
暮
れ
が
綺
麗
な
シ
チ
リ

ア
に
戻
っ
た
。
さ
て
、
こ
こ

Pozzallo

か
ら
１
時
間
、
車
を

運
転
し
てSyracuse

と
い
う

街
に
行
っ
て
ア
パ
ー
ト
に
チ
ェ

ッ
ク
イ
ン
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
駐
車
に
関
し
て
は
不
明
の

ま
ま
だ
が
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
の

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
は
送
ら

れ
て
い
た
。

　

頑
張
っ
て
ア
ウ
ト
ス
ト
ラ
ー

ダ
を
走
り
、
暗
く
な
る
頃
に
街

に
入
り
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
が
ア
パ
ー
ト

の
前
ま
で
連
れ
て
行
っ
て
く
れ

た
。AirBnB

の
悪
い
と
こ
ろ

は
キ
ー
の
受
け
渡
し
だ
。
が
、

ラ
ッ
キ
ー
な
こ
と
に
玄
関
前
に

は
同
じ
宿
の
宿
泊
客
が
い
て
、

親
切
に
パ
ン
チ
イ
ン
と
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
。

　

相
変
わ
ら
ず
の
汚
い
シ
シ
リ

ー
。
し
か
も
超
暑
い
。
ア
パ
ー

ト
の
周
り
に
は
気
の
利
い
た
レ

ス
ト
ラ
ン
も
ス
ー
パ
ー
も
無

い
。仕
方
な
く
通
り
を
歩
く
と
、

屋
台
が
出
て
い
た
。
早
速
シ
ー

フ
ー
ド
の
揚
げ
物
を
頼
む
と
非

常
に
ビ
ッ
グ
な
盛
り
合
わ
せ
が

出
て
き
た
。
美
味
い
！

　

こ
う
し
て
最
後
の
滞
在
地
、

Syracuse

に
到
着
。
あ
の
お

気
楽
な
マ
ル
タ
か
ら
や
や
暗
め

の
シ
チ
リ
ア
は
ち
ょ
っ
と
め
げ

る
が
、
何
は
と
も
あ
れ
無
事
に

到
着
し
て
路
上
駐
車
で
問
題
な

い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

長
い
一
日
で
あ
っ
た
。感
謝
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
く
）

浅
井
岳
史

（
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作
曲
家
）
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早
稲
田
大
学
在
学
中
の

２
０
０
９
年
に
『
桐
島
、
部
活

や
め
る
っ
て
よ
』
で
デ
ビ
ュ
ー

し
、
13
年
に
『
何
者
』
で
直
木

賞
を
男
性
の
最
年
少
（
23
歳
７

か
月
）
で
受
賞
し
た
作
家
・
朝

井
リ
ョ
ウ
の
エ
ッ
セ
イ
シ
リ
ー

ズ
「
ゆ
と
り
３
部
作
」
の
３
冊

目
。
朝
井
さ
ん
が
１
９
８
９
年

生
ま
れ
の
「
ゆ
と
り
世
代
」
で

あ
る
こ
と
か
ら
付
け
ら
れ
た
タ

イ
ト
ル『
時
を
か
け
る
ゆ
と
り
』

（
12
年
）、『
風
と
共
に
ゆ
と
り

ぬ
』（
17
年
）、そ
し
て
本
書
『
そ

し
て
誰
も
ゆ
と
ら
な
く
な
っ

た
』（
22
年
）
で
あ
る
。
本
書

は
こ
の
夏
、
２
つ
の
書
き
下
ろ

し
を
加
え
て
文
庫
化
さ
れ
た
。

　

タ
イ
ト
ル
を
並
べ
る
と
、
筒

井
康
隆
の
『
時
を
か
け
る
少

女
』、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ミ
ッ

チ
ェ
ル
の
『
風
と
共
に
去
り

ぬ
』、
ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ

の
『
そ
し
て
誰
も
い
な
く
な
っ

た
』
と
い
う
有
名
作
品
の
パ
ロ

デ
ィ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
が
、
内
容
は
ま
っ
た
く
関

係
な
く
個
人
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
綴
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
シ
リ

ー
ズ
が
多
く
の
読
者
か
ら
ウ
ケ

て
い
る
の
は
、
巷
で
「
電
車
の

中
や
外
出
先
で
は
読
め
な
い
」

と
囁
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
朝

井
さ
ん
自
身
の
自
虐
ネ
タ
の
ほ

か
、
状
況
を
何
か
に
例
え
る
と

き
の
独
特
の
言
い
回
し
や
言
葉

選
び
の
セ
ン
ス
が
秀
逸
で
思
わ

ず
吹
き
出
し
て
し
ま
う
こ
と
が

多
い
か
ら
で
あ
る
。
作
家
と
し

て
の
表
現
力
に
加
え
ユ
ー
モ
ア

の
セ
ン
ス
に
あ
ふ
れ
た
語
彙
力

が
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
て
い

て
、
私
も
何
度
か
声
を
出
し
て

笑
っ
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
、

朝
井
さ
ん
の
周
り
に
い
る
愉
快

な
仲
間
た
ち
の
言
動
が
作
品
の

面
白
さ
を
引
き
立
て
て
い
る
。

　

朝
井
さ
ん
は
過
敏
性
腸
症
候

群
に
近
い
症
状
を
抱
え
て
い
る

こ
と
を
公
表
し
て
お
り
、
自
身

を
「
過
剰
排
泄
体
質
」
と
表
現

す
る
ほ
ど
若
い
こ
ろ
か
ら
お
腹

が
弱
い
。
そ
の
た
め
、
便
意
が

近
く
て
失
敗
し
た
数
々
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
や
、
痔
の
治
療
で
通
っ

た
肛
門
科
で
の
で
き
ご
と
を
包

み
隠
さ
ず
語
っ
て
い
る
。
直
木

賞
作
家
の
威
厳
を
保
つ
た
め
に

も
、
も
う
少
し
オ
ブ
ラ
ー
ト
に

包
ん
だ
、
婉
曲
的
表
現
の
ほ
う

が
い
い
の
で
は
、
と
心
配
に
な

っ
て
し
ま
う
ほ
ど
だ
。
そ
ん
な

あ
っ
け
ら
か
ん
と
し
た
感
じ
が

「
ゆ
と
り
」
な
の
か
も
し
れ
な

い
、
と
言
っ
た
ら
怒
ら
れ
そ
う

だ
が
。
ま
た
、
無
類
の
甘
党
で

ク
リ
ス
マ
ス
に
複
数
の
ホ
ー
ル

ケ
ー
キ
を
食
べ
て
い
た
ら
、
31

歳
で
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値

が
１
８
９
に
な
り
「
脂
質
異
常

症
」
と
診
断
さ
れ
た
こ
と
や
、

最
終
章
で
は
友
人
と
の
北
米
旅

行
で
訪
れ
た
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
と

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
観
光
に
つ
い
て

語
っ
て
い
る
。

　

大
学
卒
業
後
、
就
職
し
た
会

社
で
失
敗
し
て
も
「
僕
ゆ
と
り

世
代
な
ん
で
す
」
と
い
う
印
籠

を
掲
げ
る
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な

危
機
を
乗
り
越
え
て
き
た
と
い

う
朝
井
さ
ん
も
今
年
36
歳
。「
僕

で
き
な
い
で
す
」
で
笑
っ
て
も

ら
え
る
時
期
は
と
う
に
過
ぎ
た

こ
と
を
自
覚
し
て
い
る
し
、
同

世
代
が
自
分
た
ち
の
こ
と
を
ゆ

と
り
世
代
だ
と
言
わ
な
く
な
っ

て
久
し
い
。
そ
の
た
め
、
３
部

作
の
完
結
編
は
こ
の
よ
う
な
タ

イ
ト
ル
に
な
っ
た
。

　

朝
井
さ
ん
の
エ
ッ
セ
イ
を
読

ん
で
い
つ
も
思
う
の
は
、
語
彙

力
は
武
器
だ
と
い
う
こ
と
だ
。

機
知
に
富
ん
だ
言
葉
遊
び
で
相

手
を
楽
し
く
さ
せ
る
能
力
は
、

仕
事
で
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も

役
に
立
つ
。
語
彙
力
＋
ユ
ー
モ

ア
の
セ
ン
ス
と
い
う
２
つ
の
要

素
が
組
み
合
わ
さ
る
こ
と
で
、

会
話
が
弾
ん
だ
り
、
笑
い
が
生

ま
れ
た
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
ウ
ィ

ッ
ト
に
富
ん
だ
文
章
が
書
け
た

り
す
る
。
な
の
で
、
本
書
は
語

彙
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
活
用
で

き
る
一
冊
だ
と
言
え
る
。
そ
う

で
な
く
て
も
何
か
つ
ら
い
こ
と

が
あ
っ
た
時
に
手
に
取
っ
て
み

た
ら
楽
し
い
読
書
時
間
が
過
ご

せ
る
は
ず
だ
。（
高
田
由
起
子
）

 ゆとりと言ってられない年齢になった
朝井リョウ・著

 文藝春秋・刊

■パズルと天気（伊坂幸太郎、PHP研究所）マッチングア
プリでしか出会えない「名探偵」、天気のことばかり話す男、
犬たちの逆襲、他人のことはパズルだと思うよりも天気だ
と思ったほうがいい。単著未収録だった4作品に完全書き
下ろしを加えた５編を収録。伊坂幸太郎デビュー25周年
の短編集。■本を読む人はうまくいく（長倉顕太、すばる舎）
読書時間をつくる。読書を仕事に活かす。読書をお金に換
える。読書で人間関係を変える。忙しい人、疲れている人、
読書が苦手な人、家でダラダラしてしまう人でも大丈夫な
「知識が少ない。動けない」が消えてなくなる方法を解説
する。ベストセラー『移動する人はうまくいく』の続編。
■アルツ村―閉ざされた楽園（南杏子、講談社文庫）夫の
DVに耐えかねて自宅を飛び出した明日香は、見知らぬ村
にたどり着いた。そこで匿ってくれた老夫婦。近隣の住民
からも温かく迎えられたものの、この村は皆高齢で何かが
おかしい。現役医師作家が「認知症のいま」を問うメディ
カル・サスペンス。■雨音を、聴きながら。（阿川佐和子・
向田邦子ほか、だいわ文庫）部屋から眺めるしとしと雨、
出先で降り出した篠突く雨、物憂い日本の梅雨、彼の国の
雨垂れ。そんな「雨」から始まる話しや思い出、不思議な
物語、とめどない空想。多彩な書き手たちによる46篇の
エッセイ、小説、短歌、詩、マンガを集めたアンソロジー。
■アミュレット・ホテル（方丈貴恵、光文社文庫）アミュレット・ホテルは
犯罪者の楽園。２つのルールさえ遵守すれば警察の介入が一切なく、銃でも
偽造パスポートでもルームサービス可能な犯罪者御用達ホテルだった。そん
な絶対的ルールが破られる時は、ホテル探偵が相応の対価を支払わせる。ホ
テル探偵VS犯罪者の頭脳戦、濃密なロジックで犯人を炙りだすミステリー。
■ぼくらに嘘がひとつだけ（綾崎隼、文春文庫）棋士一家に生まれた京介と、
母子家庭で育ったライバル・千明。２人の天才は同じ病院で1日違いで生ま
れ、直後に不審な火事が起きた。「僕たちは取り違えられた子どもなんだろ
うか」芽生えた疑念の果てに彼らが辿り着く真実とは。将棋界を舞台に描か
れる、才能と運命、青春の光と影、そして家族の絆を問う物語。（高橋冨美枝）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

伊
坂
幸
太
郎
デ
ビ
ュ
ー
25
周
年
の
短
編
集
。『
移
動
す
る
人
は
う
ま
く
い
く
』
の
続
編
。

現
役
医
師
作
家
が
「
認
知
症
の
い
ま
」
を
問
う
。
雨
が
待
ち
遠
し
く
な
る
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
。

犯
罪
者
御
用
達
ホ
テ
ル
へ
よ
う
こ
そ
。
将
棋
界
を
舞
台
に
描
か
れ
た
物
語
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

チ
ー
ズ
小
屋
で
働
く
ポ
ピ
ー

と
粉
屋
の
ダ
ス
テ
ィ
は
小
川
の

ほ
と
り
で
出
会
い
、
や
が
て
惹

か
れ
あ
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
ふ
た
り
は
婚
約
。
夏
の

日
差
し
が
ふ
り
そ
そ
ぐ
あ
る
晴

れ
た
日
、
の
ば
ら
の
村
の
仲
間

た
ち
に
祝
福
さ
れ
な
が
ら
、
小

川
に
い
か
だ
を
浮
か
べ
て
盛
大

な
結
婚
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ

ま
す
。
ふ
た
り
は
神
父
様
の
前

で
お
互
い
を
一
生
大
切
に
す
る

こ
と
を
誓
い
ま
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
人
気
絵
本
作
家

ジ
ル
・
バ
ー
ク
レ
ム
に
よ
る
世

界
で
愛
さ
れ
続
け
る
物
語
シ
リ

ー
ズ 『Brambly Hedge
』（
の

ば
ら
の
村
の
も
の
が
た
り
）
の

夏
の
物
語
。
イ
ギ
リ
ス
の
田
園

地
帯
を
舞
台
に
、
自
然
と
と
も

に
暮
ら
す
ね
ず
み
た
ち
の
ほ
の

ぼ
の
と
し
た
愛
ら
し
い
姿
が
描

か
れ
て
い
る
。
ペ
ー
ジ
を
め
く

る
た
び
に
、
こ
ん
な
世
界
に
住

ん
で
み
た
い
と
思
い
を
巡
ら
せ

て
し
ま
う
、
の
ど
か
で
美
し
い

景
色
が
広
が
っ
て
い
る
。
日
本

語
で
読
む
な
ら
『
の
ば
ら
の
村

の
物
語　

小
川
の
ほ
と
り
で
』。

ほ
か
に
春
・
秋
・
冬
の
物
語
が

あ
り
、
全
４
冊
で
の
ば
ら
の
村

の
１
年
が
描
か
れ
る
。（
高
田
）

の
ば
ら
の
村
の
夏
の
日
の
結
婚
式
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